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1 はじめに 

1.1 本書の位置付 

想定読者：アプリ作成者 

本書は、イット builderのアプリの作成方法について示す。 

 

1.2 アプリとは 

 イット builderにおけるアプリは、「Webアプリ」と「バッチアプリ」に分類される。アプリはアプリ

部品によって構成される。 

⚫ Webアプリは、Webブラウザから使用するアプリケーションを指し、URLアクセスで実行する。 

⚫ バッチアプリは、あらかじめ定めた処理を一度に行う際に使用するアプリケーションを指し、主に

データの一括処理（出力／登録など）を行う。あらかじめスケジューリングされたタイミング、ま

たは管理画面から即時起動することにより起動する。起動条件として、時刻起動、間隔起動が指定

できる。 

 

1.3 アプリ部品とは 

 イット builderにおけるアプリ部品とは、アプリを実現するための基本機能を部品化したもので、「画

面部品」と「処理実行部品」と「ファイル入出力部品」に分類される。 

（アプリ部品の一覧は「2.9.2 項目説明」参照） 

⚫ 「画面部品」にはログイン認証画面、メニューなどを表示するためのメッセージ表示、データ一覧

表示、データ詳細表示などがあり、画面をともなう部品である。 

⚫ 「処理実行部品」にはメール配信、条件分岐、データ登録などがあり、画面をともなわない部品で

ある。 

⚫ 「ファイル入出力部品」にはファイル一括登録／削除などがあり、ファイルの入出力をともなう。 
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2 アプリ設定 

2.1 アプリ一覧 

2.1.1 操作方法 

・メニューからアプリ設定の[一覧表示]をクリックする。 

 

・アプリの一覧が表示される。 

 

※[ネット公開]項目の表示有無は、環境によります。 
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・プルダウンで 1ページあたりに表示する件数を指定する。 

 
 

・遷移先をクリックし、他のページに遷移する。 

 

  

プルダウンで1ページ当たりに

表示する件数を指定する。 

遷移先をクリックする。 
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2.2 アプリの新規作成 

2.2.1 Web アプリの新規作成 

2.2.1.1 操作方法 

・[新規作成]をクリックする。 

 
 

・[Webアプリの新規作成]を選び、[次へ]をクリックする。

 
 

・各項目を入力（選択）し、[作成]をクリックする。 
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2.2.1.2 項目説明 

項目名 説明 

アプリ名 アプリの名称を設定する。 

URL アプリの実行 URLを設定する。 

画面デザイン テンプレートの画面デザインを設定する。 

⚫ 標準 PC 

標準的な PC用のデザイン。 

⚫ 標準スマホ 

標準的なスマートフォン用のデザイン。 

インターネットへの公開 アプリをインターネットに公開するかを設定できる。 

（システム管理者が内部 IPアドレスを指定している場合、設定可能。「非公開」とし

た場合、指定した内部 IPアドレス上のみでアクセス可能。） 

ユーザーマスター利用 アプリでユーザーマスターを利用するかを設定する。 

（ログイン画面を利用する場合は、ユーザーマスターを「利用する」設定が必要。） 
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2.2.2 バッチアプリの新規作成 

2.2.2.1 操作方法 

・[新規作成]をクリックする。 

 
 

・[バッチアプリの新規作成]を選び、[次へ]をクリックする。

 
 

・アプリ名を入力し、[作成]をクリックする。 

 
 

2.2.2.2 項目説明 

項目名 説明 

アプリ名 アプリの名称を設定する。 
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2.2.3 既存アプリのコピー 

2.2.3.1 操作方法 

・[新規作成]をクリックする。 

 
 

・[既存アプリのコピー]を選び、[次へ]をクリックする。 

 
 

・既存アプリを選択し、[次へ]をクリックする。
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・各項目を入力（選択）し、[作成]をクリックする。 
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2.2.3.2 項目説明 

 Webアプリの場合 

項目名 説明 

アプリ名 アプリの名称を設定する。 

URL アプリの実行 URLを設定する。 

ユーザーマスター 既存アプリのユーザーマスターを利用するかを設定する。 

⚫ 新規作成 

ユーザーマスターを新規作成して利用する。 

⚫ 既存利用 

既存アプリと同じユーザーマスターを利用する。 

データベース 既存アプリのデータベースを利用するかを設定する。 

⚫ 新規作成 

データベースを新規作成して利用する。 

⚫ 既存利用 

既存アプリと同じデータベースを利用する。 

 
 

 バッチアプリの場合 

項目名 説明 

アプリ名 アプリの名称を設定する。 

起動条件 バッチの起動条件（cron）を設定する。 

（1分毎に起動といった高負荷につながる設定は避ける。） 

＜書き方＞ 

左から、[分] [時] [日] [月] [曜日] の順に記載する。 

⚫ 分は 0～59の数字で指定 

「10 * * * *」と入力すると「毎時 10分に実行」となる。 

⚫ 時は 0～23の数字で指定 

「10 22 * * *」と入力すると「毎日 22時 10分に実行」となる。 

⚫ 日は 1～31の数字で指定 

「10 22 1 * *」と入力すると「毎月 1日の 22時 10分に実行」となる。 

⚫ 月は 1～12の数字で指定 

「10 22 1 1 *」と入力すると「1月 1日の 22時 10分に実行」となる。 

⚫ 曜日は数字で指定し、0が日曜日、1以降は順に、月、火、水、木、金、土とな

る 

「10 22 1 * 0,1」と入力すると「毎月 1日と毎週土日の 22時 10分に実行」とな

る。 

※（補足）cronとは 

Linuxなどで使用される利用者の指定したスケジュールに従って指定されたプログラ

ムを定期的に起動してくれるものである。 
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項目名 説明 

データベース 既存アプリのデータベースを利用するかを設定する。 

⚫ 新規作成 

データベースを新規作成して利用する。 

⚫ 既存利用 

既存アプリと同じデータベースを利用する。 
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2.2.4 アプリパッケージのインストール 

アプリパッケージとは、複数のアプリをパッケージ化したもの。アプリだけでなく、アプリで利用して

いるデータベースおよびユーザーマスターも含めてパッケージ化される。 

（アプリパッケージの作成については「2.3 アプリパッケージの作成」参照） 

 

2.2.4.1 操作方法 

・[新規作成]をクリックする。 

 

・[アプリパッケージのインストール]を選び、[次へ]をクリックする。 

 

・アプリパッケージファイルを参照し、[作成]をクリックする。 
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・各項目を入力（選択）し、[作成]をクリックする。 

 
 

2.2.4.2 項目説明 

項目名 説明 

アプリ 

アプリ名 アプリの名称を設定する。 

URL／起動条件 ⚫ Webアプリの場合 

アプリの実行 URLを設定する。 

⚫ バッチアプリの場合 

（「2.2.3.2-2 バッチアプリの場合」参照） 

ユーザーマスター 

ユーザーマスター名 ユーザーマスターの名称を設定する。 

データベース 

データベース名 データベースの名称を設定する。 

 

※「バッチアプリ実行」部品を含むアプリパッケージをインストールした場合、インストール後に再度、

起動するバッチアプリを設定する必要があります。 
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2.3 アプリパッケージの作成 

2.3.1 操作方法 

・パッケージ化したい項目のチェックボックスをクリックする。

 
 

・[アプリパッケージ作成]をクリックする。 

 
 

・[データを含む]のチェックボックスを選択し、[作成]をクリックする。 

 

  

[作成]をクリックする。 
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・ダッシュボードに作成完了通知が表示される。 

 

 

・パッケージされたファイルは[ファイル管理]の[データ]一覧からダウンロード可能。 
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2.4 アプリのコピー 

2.4.1 操作方法 

・コピーするデータのチェックボックスをクリックする。 

 

・[コピー]をクリックする。 

 

・各項目を入力（選択）し、[作成]をクリックする。 

 

※項目説明は「2.2.3.2 項目説明」参照 
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2.5 アプリの検索 

2.5.1 操作方法 

・検索内容を入力する。 

 
 

・検索結果が表示される。 

 
 

・[×]をクリックし、検索条件を破棄する。 
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2.6 アプリの変更（全般設定） 

2.6.1 操作方法 

・アプリ名をクリックする。 

 
 

・[全般]をクリックする。
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・各項目を入力（選択）し、[変更]をクリックする。 

 

 

※Webアプリに限り、全般設定内の項目として、[稼働期間]の設定が可能となっている。 

[全般]から[稼働期間]の設定をし、[変更]ボタンをクリックすることで、[デザイン]タブから、[稼働期間前]

と[稼働期間後]に表示される画面のデザインを変更することが可能。 

 
  

[変更]をクリックする。 
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 バッチの起動履歴 

・[起動履歴]をクリックする。 

 
 

・履歴の一覧が表示される。 

 

  



 
 

20 
 

2.6.2 項目説明 

2.6.2.1 Webアプリの場合 

項目名 説明 

基本設定 

 

アプリ概要をポップアップ表示する。 

背景の色とイメージはブラウザ側の印刷時のページ設定で出力可否の設定を行う。 

アプリ名 アプリの名称を設定する。 

URL アプリの実行 URLを設定する。 

インターネットへの公開 内部 IPアドレスを設定していた場合、アプリをインターネットに公開するかを設定で

きる。 

（「非公開」とした場合、指定した内部 IPアドレス上のみでアクセス可能。） 

ユーザーマスター利用 アプリでユーザーマスターを利用するかを設定する。 

（[選択]で利用するユーザーマスターを選択する。詳細は「(補足) ユーザーマスター

変更設定」参照） 

画面デザイン テンプレートの画面デザインを設定する。 

⚫ 標準 PC 

標準的な PC用のデザイン。 

⚫ 標準スマホ 

標準的なスマートフォン用のデザイン。 

⚫ 標準業務アンケート（PC・スマホ共用） 

標準的なアンケート用のデザイン 

⚫ 標準業務システム（PC・スマホ共用） 

標準業務用のデザイン 

稼働期間 アプリの稼働期間を設定する。稼働期間（開始）、稼働期間（終了）を設定でき、片

方のみ設定も可能。稼働期間を設定している場合、それぞれ以下の挙動となる。 

稼働期間（開始）より前の日時のアクセス：稼働期間前画面を表示 

稼働期間（終了）より後の日時のアクセス：稼働期間後画面を表示 

稼働期間（開始）～稼働期間（終了）の間の日時のアクセス：フロー設定に従う 

 

詳細ログ出力 詳細ログを出力するかを設定する。 

（出力先は「イット builder 基本操作ガイドライン」-「6 ファイル管理」参照） 

メール配信の動作 メール配信をテストモードにするかを設定する。 

（テストモードに設定した場合、指定の配信先ではなく、動作確認用として指定した

メールアドレスに配信する。） 

メモ 備忘録として使用する。 

管理情報 

登録者 登録したアプリ設定者。 

登録日時 登録した日時。 

最終更新者 最後に更新したアプリ設定者。（システムで自動更新） 
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項目名 説明 

最終更新日時 最後に更新した日時。（システムで自動更新） 
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 アプリ概要表示 

 

・アプリ概要を表示する。 

 

  

[アプリ概要]をクリックする。 
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項目説明 

項目名 説明 

アプリ部品 アプリ部品の名称。 

メモ アプリ部品の簡易メモを設定する。 

利用データベース・利

用ユーザーマスター 

アプリ部品が利用しているデータベース・ユーザーマスター。 

イベント・分岐条件 イベント名または分岐条件名。 

次のアプリ部品 イベントまたは分岐条件によって遷移する次のアプリ部品名。 
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 ユーザーマスター変更設定 

 
 

項目名 説明 

基本設定 

利用ユーザーマスター ユーザーマスターを選択する。 

変更前 アプリ部品で利用されている、変更前のユーザーマスターのユーザー属性。 

変更後 アプリ部品で利用されているユーザー属性を、変更後のユーザーマスターのどのユー

ザー属性に置き換えるかを設定する。 

 
 

チェックを入れると、変更前に参照していたユーザーマスターを削除する。 
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2.6.2.2 バッチアプリの場合 

項目名 説明 

基本設定 

アプリ名 （「2.6.2.1 Webアプリの場合」参照） 

起動条件 （「2.2.3.2-2 バッチアプリの場合」参照） 

メモ （「2.6.2.1 Webアプリの場合」参照） 

詳細ログ出力 （「2.6.2.1 Webアプリの場合」参照） 

メール配信の動作 （「2.6.2.1 Webアプリの場合」参照） 

管理情報 

登録者 （「2.6.2.1 Webアプリの場合」参照） 

登録日時 （「2.6.2.1 Webアプリの場合」参照） 

最終更新者 （「2.6.2.1 Webアプリの場合」参照） 

最終更新日時 （「2.6.2.1 Webアプリの場合」参照） 

起動履歴 

実行開始日時 バッチの実行が開始された日時。 

実行終了日時 バッチの実行が終了された日時。 

状態 バッチの実行状態。 

詳細 バッチの詳細情報。 
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2.7 アプリの実行（起動） 

2.7.1 操作方法 

2.7.1.1 Webアプリの場合 

・アプリ名をクリックする。 

 
 

・画面右上の[○]をクリックし、「稼働中」の状態にする。 

 
 

・URLをクリックする。 

 

※Webアプリは「稼働中」の場合のみ、実行可能。 
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2.7.1.2 バッチアプリの場合 

・起動条件を設定する。 

（「2.6.2.2 バッチアプリの場合」参照） 

・アプリ名をクリックする。 

 
 

・画面右上の[○]をクリックし、「有効」の状態にする。 

 

※バッチは「有効」の場合のみ、起動可能。 
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 バッチの即時起動 

・バッチアプリの[全般]をクリックする。 

（「2.6.1 操作方法」参照） 

・[即時起動]をクリックする。 
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2.8 アプリの削除 

2.8.1 操作方法 

・削除するデータのチェックボックスをクリックする。 

 
 

・[削除]をクリックする。 

 

※注意：アプリに属するすべての部品も同時に削除されます。 
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2.9 アプリ部品の追加 

2.9.1 操作方法 

・アプリ名をクリックする。 

 
 

・[追加]をクリックする。 

 
 

・追加する[部品]をクリックする。 

 
 

[部品]をクリックする。 
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・データベース／ユーザーマスター設定が表示された場合は、プルダウンでデータベースを選び[追加]を

クリックする。 
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2.9.2 項目説明 

部品名 Web アプリ バッチアプリ 説明 

画面部品 

ログイン画面 ○（※1） × ログイン認証する画面。 

データ入力画面 ○ × 指定したデータベースの項目にデータを入力する

画面。 

入力データ確認画面 ○ × 入力したデータを確認する画面。 

検索条件入力画面 ○ × 指定したデータベースの項目について検索条件を

設定し、データを絞り込む画面。 

データ一覧表示画面 ○ × 指定したデータベース項目を一覧表示する画面。 

データ詳細表示画面 ○ × 特定のデータの詳細を表示する画面。 

メッセージ表示画面 ○ × 静的な画面を表示する。 

処理実行部品 

IdP認証連携 ○（※2） × 外部 IDプロバイダによる認証画面に転送する。 

条件分岐 ○ ○ 条件によってアプリ部品の呼び出し順序を分岐す

る。 

メール配信 ○ ○ 指定した宛先にメールを配信する。 

検索条件追加 ○ ○ 指定したデータベース項目について検索条件を設

定し、データを絞り込む。 

検索条件クリア ○ ○ 事前に設定された検索条件をクリアする。 

入力データ設定 ○ ○ 指定したデータベース項目のデータを入力する。 

入力データクリア ○ ○ 事前に設定された入力値をクリアする。 

入力データ登録 ○ ○ データをデータベースに登録する。 

メッセージ設定 ○ ○ 次部品に表示／ログに出力するメッセージを設定

する。 

転送 ○ × 指定した URLに転送する。 

外部 API実行 ○ ○ 指定した他システムの APIを実行する。 

バッチアプリ実行 ○ × Webアプリからバッチアプリを実行する。 

帳票生成 ○ ○ 指定した帳票を生成できる。 

ファイル入出力部品 

データ一括登録 × ○ CSVファイルのデータを一括で登録する。 

データ一括更新 × ○ CSVファイルのデータを一括で更新する。 

データ一括削除 × ○ CSVファイルのデータを一括で削除する。 

データ一括出力 × ○ CSVファイルのデータを一括で出力する。 

ファイルダウンロード × ○ HTTPまたは FTPで指定のファイルをダウンロー

ドする。 

コメント 

コメント ○ ○ コメント行を表示する。 
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※1 「ユーザーマスター利用」が「する」で、利用するユーザーマスターの認証方式が「標準認証」ま

たは「LDAP認証」の場合に設定可能。 

※2 「ユーザーマスター利用」が「する」で、利用するユーザーマスターの認証方式「IdP認証連携」

の場合に設定可能。 



 
 

34 
 

ユーザー画面 

画面部品毎に自動生成される標準画面の例を示す。 

 
 

・ログイン画面 

 

※ログイン IDは大文字／小文字を区別して認証する。 

※[ログイン]を連打するとエラーとなるので注意。 

※ログイン IDをお忘れの方は「イット builder 基本操作ガイドライン」の「（補足）ログイン IDをお忘

れの方」、パスワードをお忘れの方／変更したい方は「イット builder 基本操作ガイドライン」の「（補

足）パスワードをお忘れの方」参照（ただし、メールアドレス未設定等の場合、再設定不可となるため

管理者へのお問い合わせが必要。） 

  

 ユーザー画面では、ブラウザの戻るボタン等をクリックすると誤動作します。イット builder で

生成されるボタン、リンクのみをクリックして操作してください。 
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・データ入力画面 

 
 

・入力データ確認画面 

 

  



 
 

36 
 

・検索条件入力画面 

 
 

・データ一覧表示画面 

 

※一覧のすべてのタイトル項目において、クリックすると昇順／降順でソートができる。 
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・データ詳細表示画面 

 
 

・メッセージ表示画面 
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2.10 アプリ部品の絞込み 

利用しているアプリ部品を絞込みで検索することが出来る。 

※絞込み条件に表示されるアプリ部品は、対象のアプリで使用しているアプリ部品のみ表示される。 

 (データベースやユーザーマスタ―も同様) 

 
 
 

条件を設定し、[絞込み]をクリックすることで下図のように表示される。 

※画像はデータ入力画面のみに絞込み設定 

 
 

絞込みをクリアしたい場合は、絞込みアイコンの右に表示されているアイコンをクリックする。 

 

1. クリックする 

2. 絞込みの設定をする 

3. クリックする 

クリックする 
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2.11 アプリ部品の設定 

2.11.1 共通操作方法 

・アプリ名をクリックする。 

 
 

・アプリ部品をクリックする。 
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・タブをクリックする。 

 
 

・各項目を入力（選択）し、[変更]をクリックする。
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 データ項目選択 

・[追加]をクリックする。 

 
 

・追加する項目のチェックボックスをクリックする。 

 
 

・[設定]をクリックする。 

 
 

・[変更]をクリックする。 
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 項目設定 

・項目設定欄の[編集]をクリックする。 

 
 

 各項目を入力（選択）し、[設定]をクリックする。 

 
 

・モーダルウインドが消えた後、[変更]をクリックする。 

 

※ [設定]で一時保存状態となり、[変更]で完全に設定内容を変更することができる。 
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 項目の並び順変更 

・順序変更を行う項目をドラッグする。

 
 

・項目の順序が変更される。 

 
 

・[変更]をクリックする。 
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 項目の削除 

・削除する項目のチェックボックスをクリックする。 

 
 

・[削除]をクリックする。 
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2.11.2 項目説明 

2.11.2.1 共通項目 

項目名 変更可否 説明 

機能設定 

アプリ部品 ID 不可 各項目を識別するための値。（イット builderが自動設定） 

アプリ部品種別 不可 アプリ部品の種別。 

アプリ部品名 可 部品の名称。 

（「アプリ部品名の変更を HTMLに自動反映する」は画面部品の「機能設定」タブ

で表示され、チェックを入れると、アプリ部品名の変更内容が自動で HTMLに反映

される。） 

メモ 可 部品のメモ。 
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2.11.2.2 ログイン画面の設定 

 

※ログイン画面は「ユーザーマスタ―の利用」が「する」と選択している必要があり、選択されたユー

ザーマスタ―のログイン認証が「標準機能」、「LDAP連携」のどちらかが選択されている場合にのみ

使用可能。 

項目名 変更可否 説明 

機能設定 

設定内容は「2.11.2.1 共通項目」のみ 

 

2.11.2.3 Idp認証連携 

 

※Idp認証連携は「ユーザーマスターの利用」が「する」と選択している必要があり、選択されたユーザ

ーマスタ―のログイン認証が「Idp連携」となっている場合のみ使用可能。 

項目名 変更可否 説明 

機能設定 

設定内容は「2.11.2.1 共通項目」のみ 
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2.11.2.4 データ入力画面の設定 
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項目名／ボタン 変更可否 説明 

機能設定 

データベース 不可 入力対象としてアプリ部品追加時に設定した、データベースの名称。 

データ操作 可 入力データの操作方法を設定する。 

⚫ 新規データを扱う 

入力データを新規データとして扱う。 

⚫ 更新データを扱う 

入力データを更新データとして扱う。 

（更新データを扱う場合は、「データ一覧表示」または「検索条件追加」によ

り、更新データが特定されている必要がある。） 

入力項目 

 
- データ項目選択画面のチェックボックスで選択した項目を追加する。 

（追加操作方法は「(補足) データ項目選択」参照） 

 
- チェックボックスで選択した項目を削除する。 

 
 

可 並び順を変更した際、HTMLに自動で反映させるかを設定する。 

項目 ID 不可 データベースの項目 ID。 

項目名 不可 データベースで設定した項目名、種別、必須／任意。 

（右端の[≡]をドラッグし並び順を変更する。操作方法の詳細は「(補足) 項目の並び

順変更」参照） 

項目設定 可 画面に表示する項目について設定する。 

（[編集]をクリックし項目の編集をする。編集の詳細については、2.11.2.4-1～

2.11.2.4-7参照） 
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 データ入力画面＞入力項目＞項目設定＞テキスト（1行）の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 データベースの項目 ID。 

項目種別 不可 項目のデータ種別。 

項目名 不可 項目の名称。 

表示形式 可 入力項目を画面表示する際の表示形式を設定する。 

⚫ テキストボックス 

テキストボックスをユーザーが値を入力できる形式で表示する。 

⚫ ラベル 

テキストボックスを表示せず、ユーザーは値を入力できない。 

（初期値を設定した場合、文字列で画面に表示する。） 

⚫ 隠し項目 

画面上には項目を表示せず、HTML上は hidden項目として入力値を保存する。 

＜詳細設定＞ 

⚫ 入力不可にする 

テキストボックスをユーザーが値を入力できない形式で表示する。 

⚫ ツールチップを表示する 

カーソルを当該項目に合わせると設定したメッセージを表示する。 

複数行のメッセージが設定できる。 

初期値 可 入力項目に初期値としてセットする値を設定する。 

（初期値として設定できる値の詳細は「(補足) 初期値／検索値／値の一覧」参照） 

入力チェック 可 データの入力時に行うチェック仕様を設定する。 

（入力チェックの詳細は「(補足) 入力チェックの一覧」参照） 

自動入力機能 可 入力値をキーに指定されたデータベースを検索する。取得した結果は他項目にセッ

トすることができる。 

（自動入力機能の詳細は「(補足) 自動入力機能」参照） 



 
 

50 
 

 データ入力画面＞入力項目＞項目設定＞テキスト（複数行）の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

表示形式 可 入力項目を画面表示する際の表示形式を設定する。 

⚫ テキストエリア 

テキストエリアをユーザーが値を入力できる形式で表示する。 

⚫ ラベル 

テキストエリアを表示せず、ユーザーは値を入力できない。 

（初期値を設定した場合、文字列で画面に表示する。） 

⚫ 隠し項目 

画面上には項目を表示せず、HTML上は hidden項目として入力値を保存する。 

＜詳細設定＞ 

⚫ 入力不可にする 

テキストエリアをユーザーが値を入力できない形式で表示する。 

⚫ ツールチップを表示する 

カーソルを当該項目に合わせると設定したメッセージを表示する。 

複数行のメッセージが設定できる。 

初期値 可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

入力チェック 可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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 データ入力画面＞入力項目＞項目設定＞数値の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

表示形式 可 入力項目を画面表示する際の表示形式を設定する。 

⚫ テキストボックス 

テキストボックスをユーザーが値を入力できる形式で表示する。 

⚫ ラベル 

テキストボックスを表示せず、ユーザーは値を入力できない。 

（初期値を設定した場合、文字列で画面に表示する。） 

⚫ 隠し項目 

画面上には項目を表示せず、HTML上は hidden項目として入力値を保存する。 

＜詳細設定＞ 

⚫ 入力不可にする 

テキストボックスをユーザーが値を入力できない形式で表示する。 

⚫ ツールチップを表示する 

カーソルを当該項目に合わせると設定したメッセージを表示する。 

複数行のメッセージが設定できる。 

⚫ 桁区切り(,)を表示する 

自動で桁区切りを表示する。 

初期値 可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

入力チェック 可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

自動入力機能 可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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 データ入力画面＞入力項目＞項目設定＞日付の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合）参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

表示形式 可 入力項目を画面表示する際の表示形式を設定する。 

⚫ テキストボックス 

テキストボックスをユーザーが値を入力できる形式で表示する。 

⚫ ラベル 

テキストボックスを表示せず、ユーザーは値を入力できない。 

（初期値を設定した場合、文字列で画面に表示する。） 

⚫ 隠し項目 

画面上には項目を表示せず、HTML上は hidden項目として入力値を保存する。 

＜詳細設定＞ 

⚫ 入力不可にする 

テキストボックスをユーザーが値を入力できない形式で表示する。 

⚫ カレンダー入力を表示する 

カレンダー入力アイコン が表示され、カレンダーから日付を選択できる。 

⚫ ツールチップを表示する 

カーソルを当該項目に合わせると設定したメッセージを表示する。 

複数行のメッセージが設定できる。 

初期値 可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

入力チェック 可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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 データ入力画面＞入力項目＞項目設定＞択一選択の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

表示形式 可 入力項目を画面表示する際の表示形式を設定する。 

⚫ ラジオボタン 

選択形式としてラジオボタンを利用する場合に使用する。 

⚫ プルダウン 

選択形式としてプルダウンを利用する場合に使用する。 

⚫ 連動リスト 

選択形式として連動リストを利用する場合に使用する。 

（連動リストの詳細は「(補足) 連動リスト」参照） 

⚫ ラベル 

選択肢を表示せず、ユーザーは値を入力できない。 

（初期値を設定した場合、文字列で画面に表示する。） 

⚫ 隠し項目 

画面上には項目を表示せず、HTML上は hidden項目として入力値を保存する。 

＜詳細設定＞ 

⚫ 入力不可にする 

選択肢をユーザーが値を入力できない形式で表示する。 

⚫ 1行に表示する選択肢数 

1行に表示する選択肢の数を設定する。 

⚫ ツールチップを表示する 

カーソルを当該項目に合わせると設定したメッセージを表示する。 

複数行のメッセージが設定できる。 

 

選択肢の内容 可 データベース設定で選択肢を「他データベースから参照」にした場合、選択肢の内
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項目名 変更可否 説明 

容を設定する。 

（選択肢の内容の詳細は「(補足) 選択肢の内容」参照） 

選択肢の絞り込み機

能 

可 ユーザーが指定したキーワードで選択肢の表示を絞り込む機能を利用するかを設定

する。 

（「選択肢の内容」で項目種別を数値／日付にした場合、利用不可。） 

初期値 可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

入力チェック 可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

自動入力機能 可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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 データ入力画面＞入力項目＞項目設定＞複数選択の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

表示形式 可 入力項目を画面表示する際の表示形式を設定する。 

⚫ チェックボックス 

選択形式としてチェックボックスを利用する場合に使用する。 

⚫ ラベル 

選択肢を表示せず、ユーザーは値を選択できない。 

（初期値を設定した場合、文字列で画面に表示する。） 

⚫ 隠し項目 

画面上には項目を表示せず、HTML上は hidden項目として入力値を保存する。 

＜詳細設定＞ 

⚫ 入力不可にする 

チェックボックスをユーザーが値を入力できない形式で表示する。 

⚫ 1行に表示する選択肢数 

1行に表示する選択肢の数を設定する。 

⚫ ツールチップを表示する 

カーソルを当該項目に合わせると設定したメッセージを表示する。 

複数行のメッセージが設定できる。 

選択肢の内容 可 （「2.11.2.4-5 択一選択の場合」参照） 

選択肢の絞り込み機

能 

可 （「2.11.2.4-5 択一選択の場合」参照） 

初期値 可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

入力チェック 可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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 データ入力画面＞入力項目＞項目設定＞ファイルの場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

表示形式 可 入力項目を画面表示する際の表示形式を設定する。 

⚫ ファイル参照 

ファイル参照をユーザーが値を入力できる形式で表示する。 

⚫ ラベル 

ファイル参照を表示せず、ユーザーは値を選択できない。 

（初期値を設定した場合、文字列で画面に表示する。） 

⚫ 隠し項目 

画面上には項目を表示せず、HTML上は hidden項目として入力値を保存する。 

＜詳細設定＞ 

⚫ 入力不可にする 

ファイル参照をユーザーが値を入力できない形式で表示する。 

⚫ 画像イメージを表示する 

画像をサムネイルとして表示する。画像の大きさはサイズ、または拡大／縮小

で指定する。 

（ファイル拡張子が、「png」、「jpg」、「jpeg」、「bmp」、「gif」のファ

イルのみ画像表示可能。該当しないファイルは「no image」の画像が表示され

る。） 

⚫ ツールチップを表示する 

カーソルを当該項目に合わせると設定したメッセージを表示する。 

複数行のメッセージが設定できる。 

初期値 可 入力データ、データベースの値が選択できる。又固定値を選択するとファイル管理

―データ配下(パス指定)を設定できる。 

初期値についての詳細は「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照 

入力チェック 可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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2.11.2.5 入力データ確認画面の設定 
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項目名 変更可否 説明 

機能設定 

データベース 不可 確認対象としてアプリ部品追加時に設定した、データベースの名称。 

値変更時の表示 可 更新データについて、入力された値が変更されている場合に、項目を強調するかど

うかを設定する。 

表示項目 

 
- データ項目選択画面のチェックボックスで選択した項目を追加する。 

（追加操作方法は「(補足) データ項目選択」参照） 

 
- チェックボックスで選択した項目を削除する。 

 
 

可 並び順を変更した際、HTMLに自動で反映させるかを設定する。 

項目 ID 不可 データベースの項目 ID。 

項目名 不可 データベースで設定した項目名、種別。 

（右端の[≡]をドラッグし並び順を変更する。操作方法の詳細は「(補足) 項目の並び

順変更」参照） 

項目設定 可 画面に表示する項目について設定する。 

（[編集]をクリックし項目の編集をする。編集の詳細については、2.11.2.5-1～

2.11.2.5-4参照） 
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 入力データ確認画面＞表示項目＞項目設定＞テキスト（1行）の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 データベースの項目 ID。 

項目種別 不可 項目のデータ種別。 

項目名 不可 項目の名称。 

表示形式 可 ⚫ ハイパーリンク表示する 

リンク表示形式で表示する。リンクをクリックすると、データ項目に登録され

た URLに遷移することができる。「画面に表示する文字」で文字列を設定する

ことで、ユーザー画面に表示する文字列を指定できる。 
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 入力データ確認画面＞表示項目＞項目設定＞数値の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

表示形式 可 ⚫ 桁区切り(,)を表示する 

自動で桁区切り(,)を表示するか設定する。 
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 入力データ確認画面＞表示項目＞項目設定＞日付の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

表示形式 可 ⚫ 日付の表示形式を変更する 

データベース設定で指定した表示形式を変更できる。 

表示形式に曜日を指定できる。 

指定方法は「aaa」。 

※例：YYYY/MM/DD/(aaa) → 2018/07/26(木) 
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 入力データ確認画面＞表示項目＞項目設定＞ファイルの場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

表示形式 可 ⚫ 画像イメージを表示する 

画像をサムネイルとして表示するか設定する。画像の大きさはサイズ、または

拡大／縮小で指定する。 

（ファイル拡張子が、「png」、「jpg」、「jpeg」、「bmp」、「gif」のファ

イルのみ画像表示可能。該当しないファイルは「no image」の画像が表示され

る。） 
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2.11.2.6 検索条件入力画面の設定 
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項目名 変更可否 説明 

機能設定 

データベース 不可 検索対象としてアプリ部品追加時に設定した、データベースの名称。 

検索方法 可 検索方法を設定する。 

（「検索条件入力画面」または「検索条件追加」部品を 2つ以上設定した場合の検

索方法は AND検索になる。） 

⚫ AND検索 

2つ以上の検索条件について、それら全てに合致する検索結果を抽出する。 

⚫ OR検索 

2つ以上の検索条件について、いずれかに合致する検索結果を抽出する。 

検索条件項目 

 
- データ項目選択画面のチェックボックスで選択した項目を追加する。 

（追加操作方法は「(補足) データ項目選択」参照） 

 
- チェックボックスで選択した項目を削除する。 

 
 

可 並び順を変更した際、HTMLに自動で反映させるかを設定する。 

項目 ID 不可 データベースの項目 ID。 

項目名 不可 データベースで設定した項目名、種別。 

（右端の[≡]をドラッグし並び順を変更する。操作方法の詳細は「(補足) 項目の並び

順変更」参照） 

項目設定 可 画面に表示する項目について設定する。 

（[編集]をクリックし項目の編集をする。編集の詳細については、2.11.2.6-1～

2.11.2.6-8参照） 
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 検索条件入力画面＞検索条件項目＞項目設定＞テキスト（1行）の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 データベースの項目 ID。 

項目種別 不可 項目のデータ種別。 

項目名 不可 項目の名称。 

表示形式 可 検索条件項目を画面表示する際の表示形式を設定する。 

⚫ テキストボックス 

テキストボックスをユーザーが値を入力できる形式で表示する。 

⚫ ラベル 

テキストボックスを表示せず、ユーザーは値を選択できない。 

（初期値を設定した場合、文字列で画面に表示する。） 

⚫ 隠し項目 

画面上には項目を表示せず、HTML上は hidden項目として検索条件値を保存す

る。 

＜詳細設定＞ 

⚫ 入力不可にする 

テキストボックスをユーザーが値を入力できない形式で表示する。 

⚫ 値無検索を表示する 

検索対象のデータベースに対して、値が登録されていないデータの検索を利用

するかの選択肢を表示する。「初期状態指定」で初期の選択状態を指定する。 

⚫ 比較方式を表示する 

比較方式をユーザーが設定させるための選択肢を表示する。 

（比較方式の詳細は同表の「比較方式」項目を参照） 

⚫ ツールチップを表示する 

カーソルを当該項目に合わせると設定したメッセージを表示する。 

複数行のメッセージが設定できる。 

 

比較方式 可 検索対象のデータベースから、データ検索をする際の比較方式を設定する。 
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項目名 変更可否 説明 

⚫ 部分一致 

検索条件値で設定された文字列を含む登録データを検索する。 

⚫ 前方一致 

検索条件値で設定された文字列が先頭部分と一致する登録データを検索する。 

⚫ 後方一致 

検索条件値で設定された文字列が末尾部分と一致する登録データを検索する。 

⚫ 完全一致 

検索条件値で設定された文字列が完全に一致する登録データを検索する。 

初期値 可 検索条件項目に初期値としてセットする値を設定する。 

（初期値として設定できる値の詳細は「(補足) 初期値／検索値／値の一覧」参照） 

入力チェック 可 データの入力時に行うチェック仕様を設定する。 

（入力チェックの詳細は「(補足) 入力チェックの一覧」参照） 
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 検索条件入力画面＞検索条件項目＞項目設定＞テキスト（複数行）の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

表示形式 可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

比較方式 可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

初期値 可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

入力チェック 可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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 検索条件入力画面＞検索条件項目＞項目設定＞数値の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

表示形式 可 検索条件項目を画面表示する際の表示形式を設定する。 

⚫ テキストボックス 

テキストボックスをユーザーが値を入力できる形式で表示する。 

⚫ ラベル 

テキストボックスを表示せず、ユーザーは値を選択できない。 

（初期値を設定した場合、文字列で画面に表示する。） 

⚫ 隠し項目 

画面上には項目を表示せず、HTML上は hidden項目として検索条件値を保存す

る。 

＜詳細設定＞ 

⚫ 入力不可にする 

テキストボックスをユーザーが値を入力できない形式で表示する。 

⚫ 値無検索を表示する 

検索対象のデータベースに対して、値が登録されていないデータの検索を利用

するかの選択肢を表示する。「初期状態指定」で初期の選択状態を指定する。 

⚫ ツールチップを表示する 

カーソルを当該項目に合わせると設定したメッセージを表示する。 

複数行のメッセージが設定できる。 

⚫ 桁区切り(,)を表示する 

自動で桁区切りを表示する。 

 
 
 
 
 



 
 

69 
 

項目名 変更可否 説明 

初期値（開始） 可 検索条件項目に開始の初期値としてセットする値を設定する。 

（初期値として設定できる値の詳細は「(補足) 初期値／検索値／値の一覧」参照） 

初期値（終了） 可 検索条件項目に終了の初期値としてセットする値を設定する。 

（初期値として設定できる値の詳細は「(補足) 初期値／検索値／値の一覧」参照） 

入力チェック 可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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 検索条件入力画面＞検索条件項目＞項目設定＞日付の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

表示形式 可 検索条件項目を画面表示する際の表示形式を設定する。 

⚫ テキストボックス 

テキストボックスをユーザーが値を入力できる形式で表示する。 

⚫ ラベル 

テキストボックスを表示せず、ユーザーは値を選択できない。 

（初期値を設定した場合、文字列で画面に表示する。） 

⚫ 隠し項目 

画面上には項目を表示せず、HTML上は hidden項目として検索条件値を保存す

る。 

＜詳細設定＞ 

⚫ 入力不可にする 

テキストボックスをユーザーが値を入力できない形式で表示する。 

⚫ 値無検索を表示する 

検索対象のデータベースに対して、値が登録されていないデータの検索を利用

するかの選択肢を表示する。「初期状態指定」で初期の選択状態を指定する。 

⚫ カレンダー入力を表示する 

カレンダー入力アイコン が表示され、カレンダーから日付を選択できる。 

⚫ ツールチップを表示する 

カーソルをテ当該項目に合わせると設定したメッセージを表示する。 

複数行のメッセージが設定できる。 

初期値（開始） 可 （「2.11.2.6-3数値の場合」参照） 

初期値（終了） 可 （「2.11.2.6-3数値の場合」参照） 

入力チェック 可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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 検索条件入力画面＞検索条件項目＞項目設定＞択一選択の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

表示形式 可 検索条件項目を画面表示する際の表示形式を設定する。 

⚫ プルダウン 

選択形式としてプルダウンを利用する場合に使用する。 

⚫ 連動リスト 

選択形式として連動リストを利用する場合に使用する。 

（連動リストの詳細は「(補足) 連動リスト」参照） 

⚫ リスト 

選択形式としてリストを利用する場合に使用する。 

⚫ チェックボックス 

選択形式としてチェックボックスを利用する場合に使用する。 

⚫ ラベル 

選択肢を表示せず、ユーザーは値を選択できない。 

（初期値を設定した場合、文字列で画面に表示する。） 

⚫ 隠し項目 

画面上には項目を表示せず、HTML上は hidden項目として入力値を保存する。 

（hidden 値は選択肢のコード値が保持される。） 

＜詳細設定＞ 

⚫ 入力不可にする 

選択肢をユーザーが値を入力できない形式で表示する。 

⚫ 1行に表示する選択肢数 

表示形式をチェックボックスにした場合、1行に表示する選択肢の数を設定す

る。 
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項目名 変更可否 説明 

⚫ 表示する選択肢数 

表示形式をリストにした場合、リストに表示する選択肢数を設定する。 

⚫ 値無検索を表示する 

検索対象のデータベースに対して、値が登録されていないデータの検索を利用

するかの選択肢を表示する。「初期状態指定」で初期の選択状態を指定する。 

⚫ ツールチップを表示する 

カーソルをテ当該項目に合わせると設定したメッセージを表示する。 

複数行のメッセージが設定できる。 

選択肢の内容 可 データベース設定で選択肢を「他データベースから参照」にした場合、選択肢の内

容を設定する。 

（選択肢の内容の詳細は「(補足) 選択肢の内容」参照） 

選択肢の絞り込み機

能 

可 ユーザーが指定したキーワードで選択肢の表示を絞り込む機能を利用するかを設定

する。 

（「選択肢の内容」で項目種別を数値／日付にした場合、利用不可。） 

初期値 可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

入力チェック 可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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 検索条件入力画面＞検索条件項目＞項目設定＞複数選択の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

表示形式 可 検索条件項目を画面表示する際の表示形式を設定する。 

⚫ プルダウン 

選択形式としてプルダウンを利用する場合に使用する。 

⚫ リスト 

選択形式としてリストを利用する場合に使用する。 

⚫ チェックボックス 

選択形式としてチェックボックスを利用する場合に使用する。 

⚫ ラベル 

選択肢を表示せず、ユーザーは値を選択できない。 

（初期値を設定した場合、文字列で画面に表示する。） 

⚫ 隠し項目 

画面上には項目を表示せず、HTML上は hidden項目として入力値を保存する。 

（hidden 値は選択肢のコード値が保持される。） 

 
 

＜詳細設定＞ 

⚫ 入力不可にする 

選択肢をユーザーが値を入力できない形式で表示する。 

⚫ 1行に表示する選択肢数 

表示形式をチェックボックスにした場合、1行に表示する選択肢の数を設定す

る。 

⚫ 表示する選択肢数 

表示形式をリストにした場合、リストに表示する選択肢数を設定する。 

⚫ 値無検索を表示する 
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項目名 変更可否 説明 

検索対象のデータベースに対して、値が登録されていないデータの検索を利用

するかの選択肢を表示する。「初期状態指定」で初期の選択状態を指定する。 

⚫ ツールチップを表示する 

カーソルをテ当該項目に合わせると設定したメッセージを表示する。 

複数行のメッセージが設定できる 

選択肢の内容 可 （「2.11.2.6-5 択一選択の場合」参照） 

選択肢の絞り込み機

能 

可 （「2.11.2.6-5 択一選択の場合」参照） 

初期値 可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

入力チェック 可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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 検索条件入力画面＞検索条件項目＞項目設定＞ファイルの場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

表示形式 可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

比較方式 可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

初期値 可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

入力チェック 可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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 検索条件入力画面＞検索条件項目＞項目設定＞自動連番の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

表示形式 可 検索条件項目を画面表示する際の表示形式を設定する。 

⚫ テキストボックス 

テキストボックスをユーザーが値を入力できる形式で表示する。 

⚫ ラベル 

テキストボックスを表示せず、ユーザーは値を選択できない。 

（初期値を設定した場合、文字列で画面に表示する。） 

⚫ 隠し項目 

画面上には項目を表示せず、HTML上は hidden項目として検索条件値を保存す

る。 

＜詳細設定＞ 

⚫ 入力不可にする 

テキストボックスをユーザーが値を入力できない形式で表示する。 

⚫ 比較方式を表示する 

比較方式をユーザーが設定させるための選択肢を表示する。 

（比較方式の詳細は同表の「比較方式」項目を参照） 

⚫ ツールチップを表示する 

カーソルを当該項目に合わせると設定したメッセージを表示する。 

複数行のメッセージが設定できる。 

比較方式 可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

初期値 可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

入力チェック 可 （「2.11.2.6-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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2.11.2.7 データ一覧表示画面の設定 
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79 
 

 

 
 

 

  



 
 

80 
 

項目名 変更可否 説明 

機能設定 

データベース 不可 表示対象としてアプリ部品追加時に設定した、データベースの名称。 

ストライプテーブル

の利用 

可 一覧データをストライプ状に色分けして表示するかを設定する。 

ハイライトの利用 可 マウスカーソルを合わせたデータをハイライト（強調）して表示するかを設定する。 

縦スクロールの利用 可 縦スクロールを表示するかを設定する。 

テーブル列固定表示

の利用 

可 テーブル列固定表示を利用するかを設定する。「利用する」に設定した場合、何列

目で固定するか設定可能。 

1ページ最大表示件

数 

可 １ページに表示する最大件数を設定する。（１～１００件） 

削除機能の利用 可 データの削除機能を利用するかを設定する。「利用する」の場合、ユーザー画面に[削

除]ボタンと項目ごとにチェックボックスが自動で追加される。他グループのデータ

ベースでは利用できない。 

検索機能の利用 可 検索機能を利用するかを設定する。「利用する」に設定した場合、検索方法や検索

条件が設定可能。 

（「検索機能の利用」を変更すると画面初期状態になる。） 

検索方法 可 検索方法を設定する。 

⚫ AND検索 

2つ以上の検索条件について、それら全てに合致する検索結果を抽出する。 

⚫ OR検索 

2つ以上の検索条件について、いずれかに合致する検索結果を抽出する。 

一括編集機能の利用 可 一括編集機能を利用するかを設定する。「利用する」の場合、ユーザー画面に[一括

編集] ボタンが自動で追加される。ユーザー画面にて[一括編集] ボタンをクリック

すると、表示中のデータを編集できる。編集、更新を行うと DBのデータを直接修

正できる。 

表示、編集可能な項目は、テキスト(単、複)、数値、日付、択一選択(静的)。 

また、データ一覧表示画面に表示されていないと編集項目として追加できない。 

項目ごとに編集可否の変更が可能。 

一度に編集可能な件数上限は、一覧の 1ページ表示件数の上限に依存している。 

PCからのみ一括編集が可能。スマホでは利用できない。他グループのデータベース

では利用できない。 

CSV出力機能の利

用 

可 CSV 出力機能を利用するかを設定する。「利用する」の場合、ユーザー画面に[CSV 

ダウンロード]ボタンが自動で追加される。ユーザー画面にて[CSV ダウンロード]ボ

タンをクリックすると、表示中の一覧データが CSV 形式でダウンロードできる。

（検索状態でダウンロードすると、絞り込んだデータの CSVをダウンロードでき

る。） 

帳票出力機能の利用 可 帳票出力機能を利用するかを設定する。「利用する」の場合、ユーザー画面に[帳票

出力]ボタンが自動で追加される。ユーザー画面にて[帳票出力]ボタンをクリックす
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項目名 変更可否 説明 

ると、選択したテンプレートに該当する形式（Excelか PDF）の一覧データが出力

できる。 

一覧表示項目 

 
- データ項目選択画面のチェックボックスで選択した項目を追加する。 

（追加操作方法は「(補足) データ項目選択」参照） 

 
- チェックボックスで選択した項目を削除する。 

 
 

可 並び順を変更した際、HTMLに自動で反映させるかを設定する。 

項目 ID 不可 データベースの項目 ID。 

項目名 不可 データベースで設定した項目名、種別。 

（右端の[≡]をドラッグし並び順を変更する。操作方法の詳細は「(補足) 項目の並び

順変更」参照） 

リンク有無 可 表示するデータに項目リンクを付与するかを設定する。表示中の任意のデータ内容

を次画面へ引き継いで（セッション上に一時保存）展開させたい場合に指定する。 

項目設定 可 入力画面に表示する項目を設定する。 

（[編集]をクリックし項目の編集をする。編集の詳細については、2.11.2.7-1～

2.11.2.7-5参照） 

ソートキー 可 初期状態のデータの並び順を設定する。第１ソートキー、第２ソートキー、第３ソ

ートキーの順に優先的にソートされる。 

検索条件項目                       ※「検索機能の利用」が「利用する」の場合表示する 

 
- データ項目選択画面のチェックボックスで選択した項目を追加する。 

（追加操作方法は「(補足) データ項目選択」参照） 

 
- チェックボックスで選択した項目を削除する。 

 
 

可 並び順を変更した際、HTMLに自動で反映させるかを設定する。 

項目 ID 不可 データベースの項目 ID。 

項目名 不可 データベースで設定した項目名、種別。 

（右端の[≡]をドラッグし並び順を変更する。操作方法の詳細は「(補足) 項目の並び

順変更」参照） 

項目設定 可 画面に表示する項目について設定する。 

（[編集]をクリックし項目の編集をする。編集の詳細については、2.11.2.6-1～

2.11.2.6-8参照） 
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項目名 変更可否 説明 

一括編集項目             ※「一括編集機能の利用」が「利用する」の場合表示する 

 
- データ項目選択画面のチェックボックスで選択した項目を追加する。 

（追加操作方法は「(補足) データ項目選択」参照） 

 
- チェックボックスで選択した項目を削除する。 

項目 ID 不可 データベースの項目 ID。 

項目名 不可 データベースで設定した項目名、種別。 

（右端の[≡]をドラッグし並び順を変更する。操作方法の詳細は「(補足) 項目の並び

順変更」参照） 

 

更新可否  可 項目ごとに編集の可否を設定する。 

CSV 出力                      ※「CSV 出力機能の利用」が「利用する」の場合表示する 

 
- データ項目選択画面のチェックボックスで選択した項目を追加する。 

（追加操作方法は「(補足) データ項目選択」参照） 

 
- チェックボックスで選択した項目を削除する。 

項目 ID 不可 データベースの項目 ID。 

項目名 不可 データベースで設定した項目名、種別。 

（右端の[≡]をドラッグし並び順を変更する。操作方法の詳細は「(補足) 項目の並び

順変更」参照） 

ヘッダータイトル 可 CSV出力した際に、ヘッダーとして表示されるタイトル名を設定する。 

帳票出力                       ※「帳票出力機能の利用」が「利用する」の場合表示する 

 可 帳票テンプレートのファイル参照をする。 

帳票テンプレートの設定を行わないと帳票出力機能は利用できない。 

設定できるのはExcelか JasperReportsで作ったテンプレートのどちらか１つのみ。 

１つの画面からは 1種類の帳票しか出力できない。 

帳票ファイル名 可 帳票ファイル名を指定するかを設定する。「指定したファイル名を利用する」の場

合、ファイル名構成が設定可能。 

ファイル名構成 可 出力する文字列に関する設定。[追加]を押すとドロップダウンリストで選択した項目

を追加する。[×]を押すと項目を削除する。右端の[≡]をドラッグで出力順を変更す

る。 

⚫ 固定文字列 

設定した文字列をそのまま出力する。 

⚫ 年(YYYY)  

ファイルを出力した際の西暦を 4桁で出力する。 

⚫ 月(MM)   

ファイルを出力した際の月を 2桁で出力する。 

⚫ 日(DD)   

ファイルを出力した際の日付を 2桁で出力する。 

⚫ 時(hh)   
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ファイルを出力した際の時間を 2桁で出力する。 

⚫ 分(mm)   

ファイルを出力した際の分を 2桁で出力する。 

⚫ 秒(ss)    

ファイルを出力した際の秒を 2桁で出力する。 

⚫ 置換タグ   

ファイル名に挿入する置換タグを設定する。[置換タグ追加]ボタンをクリック

する。 

 

- 
⚫ 画面（処理）で入力された値 

データ入力画面／入力データ設定で入力されたデータを挿入する。 

（置換タグとは、設定したデータをファイル名に差し込む機能。 

 置換タグの挿入については「(補足) 置換タグの挿入方法」参照） 

現在の設定でのサン

プル 

不可 現在の設定でファイル出力を行った際の文字列サンプル。置換タグ部分は（置換タ

グ）に置き換えて表示される。 

 

  



 
 

84 
 

 データ一覧表示画面＞一覧表示項目＞項目設定＞テキスト（1行）の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 データベースの項目 ID。 

項目種別 不可 項目のデータ種別。 

項目名 不可 項目の名称。 

表示形式 可 ⚫ ハイパーリンク表示する 

リンク表示形式で表示する。リンクをクリックすると、データ項目に登録され

た URLに遷移することができる。「画面に表示する文字」で文字列を設定する

ことで、ユーザー画面に表示する文字列を指定できる。 

（一覧表示項目のリンク有無が「あり」の場合、この設定は無効となる。） 

配置 可 ⚫ 列幅を指定する 

列幅を指定できる。列幅はピクセル、またはパーセントで設定する。 

⚫ 列幅を超える場合文字を折り返して表示する 

指定した列幅を超える文字を折り返して表示するかどうか設定する。 
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 データ一覧表示画面＞一覧表示項目＞項目設定＞数値の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.7-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.7-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.7-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

表示形式 可 ⚫ 桁区切り(,)を表示する 

自動で桁区切り(,)を表示するか設定する。 

配置 可 （「2.11.2.7-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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 データ一覧表示画面＞一覧表示項目＞項目設定＞日付の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.7-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.7-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.7-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

表示形式 可 ⚫ 日付の表示形式を変更する 

データベース設定で指定した表示形式を変更できる。 

表示形式に曜日を指定できる。 

指定方法は「aaa」。 

※例：YYYY/MM/DD/(aaa) → 2018/07/26(木) 

配置 可 （「2.11.2.7-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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 データ一覧表示画面＞一覧表示項目＞項目設定＞ファイルの場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.7-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.7-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.7-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

表示形式 可 ⚫ 画像イメージを表示する 

画像をサムネイルとして表示するか設定する。画像の大きさはサイズ、または

拡大／縮小で指定する。 

（ファイル拡張子が、「png」、「jpg」、「jpeg」、「bmp」、「gif」のファ

イルのみ画像表示可能。該当しないファイルは「no image」の画像が表示され

る。） 

配置 可 （「2.11.2.7-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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 データ一覧表示画面＞一覧表示項目＞項目設定＞テキスト（複数行）・択一選択・複

数選択・自動連番の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.7-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.7-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.7-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

配置 可 （「2.11.2.7-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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2.11.2.8 データ詳細表示画面の設定 
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項目名 変更可否 説明 

機能設定 

データベース 不可 詳細表示対象としてアプリ部品追加時に設定した、データベースの名称。 

データ流用機能 可 詳細表示しているデータを流用して、データを新規作成する。「利用する」の場合、

ユーザー画面に[流用新規]ボタンが自動で追加される。 

削除機能の利用 可 データの削除機能を利用するかを設定する。「利用する」の場合、ユーザー画面に[削

除]ボタンが自動で追加される。ユーザー画面にて[削除]ボタンをクリックすると、詳

細表示しているデータを削除できる。他グループのデータベースでは利用できない。 

関連データの利用 可 別データベースのデータを表示できる。 

表示可能なデータベース数は 10。 

表示データ数上限は 1000件。 

データベースごとに表示項目、抽出条件、初期ソート順を指定できる。 

帳票機能の利用 可 帳票出力機能を利用するかを設定する。「利用する」の場合、ユーザー画面に[帳票

出力]ボタンが自動で追加される。ユーザー画面にて[帳票出力]ボタンをクリックする

と、選択したテンプレートに該当する形式（Excelか PDF）の一覧データが出力で

きる。 

表示項目 

 
- データ項目選択画面のチェックボックスで選択した項目を追加する。 

（追加操作方法は「(補足) データ項目選択」参照） 

 
- チェックボックスで選択した項目を削除する。 

 
 

可 並び順を変更した際、HTMLに自動で反映させるかを設定する。 

項目 ID 不可 データベースの項目 ID。 

項目名 不可 データベースで設定した項目名、種別。 

（右端の[≡]をドラッグし並び順を変更する。操作方法の詳細は「(補足) 項目の並び

順変更」参照） 

項目設定 可 画面に表示する項目について設定する。 

（[編集]をクリックし項目の編集をする。編集の詳細については、2.11.2.8-1～

2.11.2.8-4参照） 
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項目名 変更可否 説明 

関連データ 

 
- 関連データ設定画面で選択した対象データベースを追加する。 

選択したデータベースから表示対象の項目を追加する。 

（追加操作方法は「(補足) データ項目選択」参照） 

※データベースを条件で絞り込む場合は「(補足) 条件で絞り込む」参照 

 
- チェックボックスで選択したデータベースを削除する。 

表示順番 可 画面に表示する順番。 

（右端の[≡]をドラッグし並び順を変更する。操作方法の詳細は「(補足) 項目の並び

順変更」参照） 

関連データデータベ

ース 

不可 選択した対象データベースの名称。 

詳細設定  画面に表示するデータベースの項目について設定する。 

（[編集]をクリックし項目の編集をする。編集の詳細については、2.11.2.8-1～

2.11.2.8-4参照） 

※データベースを条件で絞り込む場合は「(補足) 条件で絞り込む」参照 
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 データ一詳細表示画面＞表示項目＞項目設定＞テキスト（1行）の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 データベースの項目 ID。 

項目種別 不可 項目のデータ種別。 

項目名 不可 項目の名称。 

表示形式 可 ⚫ ハイパーリンク表示する 

リンク表示形式で表示する。リンクをクリックすると、データ項目に登録され

た URLに遷移することができる。「画面に表示する文字」で文字列を設定する

ことで、ユーザー画面に表示する文字列を指定できる。 
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 データ一詳細表示画面＞表示項目＞項目設定＞数値の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.8-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.8-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.8-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

表示形式 可 ⚫ 桁区切り(,)を表示する 

自動で桁区切り(,)を表示するか設定する。 
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 データ一詳細表示画面＞表示項目＞項目設定＞日付の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.8-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.8-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.8-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

表示形式 可 ⚫ 日付の表示形式を変更する 

データベース設定で指定した表示形式を変更できる。 

表示形式に曜日を指定できる。 

指定方法は「aaa」。 

※例：YYYY/MM/DD/(aaa) → 2018/07/26(木) 
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 データ一詳細表示画面＞表示項目＞項目設定＞ファイルの場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.8-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.8-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.8-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

表示形式 可 ⚫ 画像イメージを表示する 

画像をサムネイルとして表示するか設定する。画像の大きさはサイズ、または

拡大／縮小で指定する。 

（ファイル拡張子が、「png」、「jpg」、「jpeg」、「bmp」、「gif」のファ

イルのみ画像表示可能。該当しないファイルは「no image」の画像が表示され

る。） 
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2.11.2.9 メッセージ表示画面の設定 

 
 

項目名 変更可否 説明 

機能設定 

メッセージ内容

（HTML） 

可 画面に表示する任意のメッセージを設定する。（HTMLの形式で記載） 
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2.11.2.10 ファイルアップロード画面の設定 

 
 

項目名 変更可否 説明 

機能設定 

ファイル配置パス 可 ファイルを配置するパスを設定する。 

ファイル名の固定 可 ファイル名を固定するかを設定する。「する」の場合、ファイル名が設定可能。（拡

張子を除いて記載） 

ファイルサイズ上限

（KB） 

可 ファイルサイズの上限を設定する。 

アップロード可能な

拡張子 

可 アップロード可能な拡張子を設定する。 

（利用環境によって選択肢（拡張子）は異なる場合あり） 

同一ファイル存在処

理 

可 同一ファイルが存在する場合の処理を設定する。 
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2.11.2.11 条件分岐の設定 

 
 

 
 

項目名 変更可否 説明 

機能設定 

設定内容は「2.11.2.1 共通項目」のみ 

分岐条件 

 
- 分岐条件を追加する。 

（分岐条件の追加については、「(補足) 分岐条件」参照） 

 
- チェックボックスで選択した項目を削除する。 

優先順 不可 分岐条件の優先度を示す。 

分岐条件名 可 分岐条件の名称。 

（右端の[≡]をドラッグし並び順を変更する。操作方法の詳細は「(補足) 項目の並び

順変更」参照）。） 

条件設定 可 分岐する条件を設定する。 

（[編集]をクリックし項目の編集をする。編集の詳細については、「(補足) 分岐条件」

参照） 
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2.11.2.12 メール配信の設定 

 
 



 
 

101 
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項目名／ボタン 変更可否 説明 

機能設定 

差出人アドレス 可 差出人アドレスを設定する。 

差出人名 可 差出人名を設定する。 

返信アドレス 可 ユーザーが受信したメールに対して返信する際、初期値としてセットするアドレス

を設定する。 

未設定の場合、差出人アドレスを初期値としてセットする。（この場合、ユーザー

が返信したメールはイット builderのメールエンジンに届きますが、イット builder

のメールエンジンはメールの送信のみを機能させているため、届いたメールは破棄

されます。返信したユーザーにエラーメールが帰ることもありません。） 

件名 可 メールの件名を設定する。 

本文 可 メールの本文を設定する。 

 
- メールの件名／本文に挿入する置換タグを設定する。置換タグを挿入したい箇所を

選択し、[置換タグ挿入]ボタンをクリックする。 

⚫ 画面（処理）で入力された値 

データ入力画面／入力データ設定で入力されたデータを挿入する。 

⚫ データベースから取得した値 

配信先の「データベースのメールアドレスに配信する」で指定したメールアド

レスに紐づくデータを挿入する。 

（置換タグとは、設定したデータをメールの件名／本文に差し込む機能。 

 置換タグの挿入については「(補足) 置換タグの挿入方法」参照） 

添付ファイル 可 添付ファイルを設定する。データ入力画面／入力データ設定で入力されたファイル

のみ添付可能。 

（サイズ上限は本文＋添付ファイルで 20MB程度です。上限を超える場合はエラー

となり送信できません。） 

配信先 

配信先 可 メールの配信先を設定する。 

⚫ ログイン済ユーザー属性のメールアドレスに配信する 

ログイン済ユーザーのユーザーマスターに登録されているメールアドレスに

配信する。 

（「ユーザーマスター利用」が「利用する」の場合設定可能。） 

⚫ 画面（処理）で入力されたメールアドレスに配信する 

データ入力画面／入力データ設定で入力されたメールアドレスに配信する。 

⚫ 以下のメールアドレスに配信する 

複数のメールアドレスを改行で設定することで、設定したメールアドレスに一

斉に配信する。 

⚫ データベースのメールアドレスに配信する 

指定されたデータベースのデータ項目に登録されているメールアドレスに配

信する。 
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項目名／ボタン 変更可否 説明 

（あらかじめ、データ項目にメールアドレスが登録されている必要がある。配

信先の絞り込みについての詳細は「(補足) 条件で絞り込む」参照） 

 

2.11.2.13 検索条件追加の設定 
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項目名 変更可否 説明 

機能設定 

データベース 不可 検索対象としてアプリ部品追加時に設定した、データベースの名称。 

検索方法 可 検索方法を設定する。 

（「検索条件入力画面」または「検索条件追加」部品を 2つ以上設定した場合の検

索方法は AND検索になる。） 

⚫ AND検索 

2つ以上の検索条件について、それら全てに合致する検索結果を抽出する。 

⚫ OR検索 

2つ以上の検索条件について、いずれかに合致する検索結果を抽出する。 

検索条件項目 

 
- データ項目選択画面のチェックボックスで選択した項目を追加する。 

（追加操作方法は「(補足) データ項目選択」参照） 

 
- チェックボックスで選択した項目を削除する。 

 
 

可 並び順を変更した際、HTMLに自動で反映させるかを設定する。 

項目 ID 不可 データベースの項目 ID。 

項目名 不可 データベースで設定した項目名、種別。 

（右端の[≡]をドラッグし並び順を変更する。操作方法の詳細は「(補足) 項目の並び

順変更」参照） 

項目設定 可 画面に表示する項目について設定する。 

（[編集]をクリックし項目の編集をする。編集の詳細については、2.11.2.13-1～

2.11.2.13-8参照） 
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 検索条件追加＞検索条件項目＞項目設定＞テキスト（1行）の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 データベースの項目 ID。 

項目種別 不可 項目のデータ種別。 

項目名 不可 項目の名称。 

比較方式 可 検索対象のデータベースから、データ検索をする際の比較方式を設定する。 

⚫ と等しい「＝」 

検索値で設定した値に完全一致する登録データを検索する。 

⚫ と等しくない「<>」 

検索値で設定した値に完全不一致する登録データを検索する。 

⚫ の文字を含む「LIKE（部分一致）」 

検索値で設定した値を含む登録データを検索する。 

⚫ の文字から始まる「LIKE（前方一致）」 

検索値で設定した値が先頭部分と一致する登録データを検索する。 

⚫ の文字で終わる「LIKE（後方一致）」 

検索値で設定した値が末尾部分と一致する登録データを検索する。 

⚫ のいずれか「IN」 

検索値で設定した値のいずれかに該当する登録データを検索する。 

⚫ のいずれでもない「NOT IN」 

検索値で設定した値のいずれにも該当しない登録データを検索する。 

⚫ 値なし「IS NULL」 

検索対象の項目に値がない登録データを検索する。 

⚫ 値あり「IS NOT NULL」 

検索対象の項目に値がある登録データを検索する。 

検索値 可 検索対象のデータベースから、データ検索をする際の比較対象を設定する。 

（検索値として設定できる値の詳細は「(補足) 初期値／検索値／値の一覧」参照） 

入力チェック 可 データの入力時に行うチェック仕様を設定する。 

（入力チェックの詳細は「(補足) 入力チェックの一覧」参照） 
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 検索条件追加＞検索条件項目＞項目設定＞テキスト（複数行）の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

比較方式 可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

検索値 可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

入力チェック 可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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 検索条件追加＞検索条件項目＞項目設定＞数値の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

比較方式 可 検索対象のデータベースから、データ検索をする際の比較方式を設定する。 

⚫ と等しい「＝」 

検索値で設定した値に完全一致する登録データを検索する。 

⚫ と等しくない「<>」 

検索値で設定した値に完全不一致する登録データを検索する。 

⚫ より大きい、小さい「>､<」 

検索値（開始）で設定した値より大きく、検索値（終了）で設定した値より小

さい登録データを検索する。 

⚫ 以上、以下「>=､<=」 

検索値（開始）で設定した値以上かつ、検索値（終了）で設定した値以下の登

録データを検索する。 

⚫ のいずれか「IN」 

検索値で設定した値のいずれかに該当する登録データを検索する。 

⚫ のいずれでもない「NOT IN」 

検索値で設定した値のいずれにも該当しない登録データを検索する。 

⚫ 値なし「IS NULL」 

検索対象の項目に値がない登録データを検索する。 

⚫ 値あり「IS NOT NULL」 

検索対象の項目に値がある登録データを検索する。 

検索値（開始／終了） 可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

入力チェック 可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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 検索条件追加＞検索条件項目＞項目設定＞日付の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

比較方式 可 （「2.11.2.13-3 数値の場合」参照） 

検索値（開始／終了） 可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

入力チェック 可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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 検索条件追加＞検索条件項目＞項目設定＞択一選択の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

比較方式 可 検索対象のデータベースから、データ検索をする際の比較方式を設定する。 

⚫ のいずれか「IN」 

検索値で設定した値のいずれかに該当する登録データを検索する。 

⚫ のいずれでもない「NOT IN」 

検索値で設定した値のいずれにも該当しない登録データを検索する。 

⚫ 値なし「IS NULL」 

検索対象の項目に値がない登録データを検索する。 

⚫ 値あり「IS NOT NULL」 

検索対象の項目に値がある登録データを検索する。 

検索値 可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

入力チェック 可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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 検索条件追加＞検索条件項目＞項目設定＞複数選択の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

比較方式 可 検索対象のデータベースから、データ検索をする際の比較方式を設定する。 

⚫ のいずれか「IN」 

検索値で設定した値のいずれかに該当する登録データを検索する。 

⚫ のいずれでもない「NOT IN」 

検索値で設定した値のいずれにも該当しない登録データを検索する。 

⚫ 値なし「IS NULL」 

検索対象の項目に値がない登録データを検索する。 

⚫ 値あり「IS NOT NULL」 

検索対象の項目に値がある登録データを検索する。 

検索値 可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

入力チェック 可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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 検索条件追加＞検索条件項目＞項目設定＞ファイルの場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

比較方式 可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

検索値 可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

入力チェック 可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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 検索条件追加＞検索条件項目＞項目設定＞自動連番の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

比較方式 可 検索対象のデータベースから、データ検索をする際の比較方式を設定する。 

⚫ と等しい「＝」 

検索値で設定した値に完全一致する登録データを検索する。 

⚫ と等しくない「<>」 

検索値で設定した値に完全不一致する登録データを検索する。 

⚫ の文字を含む「LIKE（部分一致）」 

検索値で設定した値を含む登録データを検索する。 

⚫ の文字から始まる「LIKE（前方一致）」 

検索値で設定した値が先頭部分と一致する登録データを検索する。 

⚫ の文字で終わる「LIKE（後方一致）」 

検索値で設定した値が末尾部分と一致する登録データを検索する。 

⚫ のいずれか「IN」 

検索値で設定した値のいずれかに該当する登録データを検索する。 

⚫ のいずれでもない「NOT IN」 

検索値で設定した値のいずれにも該当しない登録データを検索する。 

検索値 可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

入力チェック 可 （「2.11.2.13-1 テキスト（1行）の場合」参照） 
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2.11.2.14 検索条件クリアの設定 

 
 

項目名 変更可否 説明 

機能設定 

クリア対象 可 検索条件入力画面／検索条件追加で設定した検索条件のうち、検索条件をクリアす

る対象を設定する。 

⚫ すべて 

すべての検索条件をクリアする。 

⚫ データベース指定 

データベースを指定して検索条件をクリアする。 

データベース 可 クリア対象をデータベース指定にした場合、対象のデータベースを設定する。 
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2.11.2.15 入力データ設定の設定 
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項目名／ボタン 変更可否 説明 

機能設定 

データベース 不可 入力対象としてアプリ部品追加時に設定した、データベースの名称。 

データ操作 可 入力データの操作方法を設定する。 

⚫ 新規データを扱う 

入力データを新規データとして扱う。 

⚫ 更新データを扱う 

入力データを更新データとして扱う。更新データを扱う場合は、「データ一覧

表示」または「検索条件追加」により、更新データが特定されている必要があ

る。 

設定項目 

 
- データ項目選択画面のチェックボックスで選択した項目を追加する。 

（追加操作方法は「(補足) データ項目選択」参照） 

 
- チェックボックスで選択した項目を削除する。 

 
 

可 並び順を変更した際、HTMLに自動で反映させるかを設定する。 

項目 ID 不可 データベースの項目 ID。 

項目名 不可 データベースで設定した項目名、種別、必須／任意。 

（右端の[≡]をドラッグし並び順を変更する。操作方法の詳細は「(補足) データ項目

選択」参照） 

項目設定 可 画面に表示する項目について設定する。 

（[編集]をクリックし項目の編集をする。編集の詳細については、2.11.2.4-1～

2.11.2.4-7参照） 
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 入力データ設定＞入力項目＞項目設定＞テキスト（1行）の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 データベースの項目 ID。 

項目種別 不可 項目のデータ種別。 

項目名 不可 項目の名称。 

値 可 入力値としてセットする値を設定する。 

（入力値として設定できる値の詳細は「(補足) 初期値／検索値／値の一覧」参照） 

入力チェック 可 データの入力時に行うチェック仕様を設定する。 

（入力チェックの詳細は「(補足) 入力チェックの一覧」参照） 
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 入力データ設定＞入力項目＞項目設定＞テキスト（複数行）の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

値 可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

入力チェック 可 データの入力時に行うチェック仕様を設定する。 

（入力チェックの詳細は「(補足) 入力チェックの一覧」参照） 

 

  



 
 

118 
 

 入力データ設定＞入力項目＞項目設定＞数値の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

値 可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

入力チェック 可 データの入力時に行うチェック仕様を設定する。 

（入力チェックの詳細は「(補足) 入力チェックの一覧」参照） 
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 入力データ設定＞入力項目＞項目設定＞日付の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

値 可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

入力チェック 可 データの入力時に行うチェック仕様を設定する。 

（入力チェックの詳細は「(補足) 入力チェックの一覧」参照） 
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 入力データ設定＞入力項目＞項目設定＞択一選択の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

値 可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

入力チェック 可 データの入力時に行うチェック仕様を設定する。 

（入力チェックの詳細は「(補足) 入力チェックの一覧」参照） 
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 入力データ設定＞入力項目＞項目設定＞複数選択の場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

値 可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

入力チェック 可 データの入力時に行うチェック仕様を設定する。 

（入力チェックの詳細は「(補足) 入力チェックの一覧」参照） 
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 入力データ設定＞入力項目＞項目設定＞ファイルの場合 

 
 

項目名 変更可否 説明 

項目 ID 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目種別 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

項目名 不可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

値 可 （「2.11.2.4-1 テキスト（1行）の場合」参照） 

入力チェック 可 データの入力時に行うチェック仕様を設定する。 

（入力チェックの詳細は「(補足) 入力チェックの一覧」参照） 
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2.11.2.16 入力データクリアの設定 

 
 

項目名 変更可否 説明 

機能設定 

クリア対象 可 データ入力画面／入力データ設定で入力したデータのうち、入力内容をクリアする

対象を設定する。 

⚫ すべて 

すべての入力内容をクリアする。 

⚫ データベース指定 

データベースを指定して入力内容をクリアする。 

データベース 可 クリア対象をデータベース指定にした場合、対象のデータベースを設定する。 

 

  



 
 

124 
 

2.11.2.17 入力データ登録の設定 

 

入力データ設定した値を DBに登録する。 

 

項目名 変更可否 説明 

機能設定 

データベース 可 データ登録先としてアプリ部品追加時に設定した、データベースの名称。 
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2.11.2.18 メッセージ設定の設定 

 
 

項目名 変更可否 説明 

機能設定 

メッセージ内容 可 表示する任意のメッセージを設定する。 

（ここで設定したメッセージは次のアプリ画面部品で表示される。） 

表示区分 可 Webアプリの場合、表示区分を設定する。 

⚫ 通知 

通知として表示する。 

⚫ エラー 

エラーとして表示する。 
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2.11.2.19 転送の設定 

 
 

項目名 変更可否 説明 

機能設定 

転送先 URL 可 転送先の URL を設定する。別のイット builderのアプリに遷移する、または別のホ

ームページに遷移する場合に設定する。 

 
 転送時に任意のデータを GETパラメータとして引継ぎができる。 

置換タグの挿入については「(補足) 置換タグの挿入方法」参照） 

認証情報引継の利用 可 認証情報の引継ぎを利用するかを設定する。 

ユーザーマスターを「利用する」設定がされている場合のみ表示される。 
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2.11.2.20 外部 API実行の設定 
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項目名 変更可否 説明 

機能設定 

エンドポイント URL 可 他システムが提供する APIのエンドポイント URLを設定する。 

送信データ                           

データ形式 可 他システムが提供する APIへ送信するデータの形式を設定する。 

送信データ 可 他システムが提供する APIへ送信するデータを設定する。 

 
- 送信データに挿入する置換タグを設定する。置換タグを挿入したい箇所を選択し、

[置換タグ挿入]ボタンをクリックする。 

⚫ 画面（処理）で入力された値 

データ入力画面／入力データ設定で入力されたデータを挿入する。 

（置換タグとは、設定したデータを送信データに差し込む機能。 

 置換タグの挿入については「(補足) 置換タグの挿入方法」参照） 

送信方法 可 送信データの送信方法を設定する。 

ファイル送信 可 ファイルを送信するかを設定する。 

⚫ ファイルを送信する場合 

データ入力画面／入力データ設定で指定されたファイルを送信する。 

フォームデータ名 可 フォームデータ名を設定する。 

⚫ 送信データ 

⚫ ファイル 

ヘッダデータ 可 他システムが提供する APIへ HTTPヘッダーとして送信するデータを設定する。 

受信データ 

保存先データベース 可 他システムが提供する APIから取得した受信データを保存するデータベースを設定

する。 

受信データ 可 他システムが提供する APIから取得した受信データを入力データ設定するデータ項

目を設定する。 

ヘッダデータ 可 他システムが提供するAPIから取得したHTTPヘッダーのデータを保存するデータ

項目を設定する。 
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2.11.2.21 データ一括登録の設定 
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項目名 変更可否 説明 

機能設定 

データベース 不可 登録先としてアプリ部品追加時に設定した、データベースの名称。 

ユーザーマスター 可 登録先としてアプリ部品追加時に設定した、ユーザーマスターの名称。 

関連リンクから変更できる。 

「2.6.2.1 Webアプリの場合」の「(補足) ユーザーマスター変更設定」を参照 

登録ファイル 可 登録ファイルのパスおよびファイル名を指定する。 

登録ファイルのエン

コード 

可 登録ファイルのエンコード方式を設定する。 

登録ファイルの削除 可 一括登録後に登録ファイルを削除するかを設定する。 

⚫ 登録完了後ファイルを削除する 

登録完了後に対象ファイルを削除する。 

⚫ 登録完了後ファイルを削除しない 

登録完了後に対象ファイルを削除しない。 

データ開始行番号 可 登録ファイルの何行目以降のデータを対象とするかを設定する。 

登録方法 可 一括登録の方法を設定する。 

⚫ 既存データに追加登録する 

既存のデータに追加して登録する。 

⚫ 既存データを削除して登録する 

既存のデータを削除して登録する。 

登録項目 可 登録する項目を指定する。 

⚫ 全項目 

全ての項目についてデータを登録する。 

⚫ 項目指定 

指定した項目についてデータを登録する。 

登録項目                            ※「登録項目」が「項目指定」の場合表示する 

 
- データ項目選択画面のチェックボックスで選択した項目を追加する。 

（追加操作方法は「(補足) データ項目選択」参照） 

 
- チェックボックスで選択した項目を削除する。 

項目 ID 不可 データベースの項目 ID。 

項目名 不可 データベースで設定した項目名、種別、必須／任意。 

（右端の[≡]をドラッグし並び順を変更する。操作方法の詳細は「(補足) 項目の並び

順変更」参照） 

CSV列番号 可 登録ファイルのどの列番号のデータを登録するかを設定する。 
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2.11.2.22 データ一括更新の設定 
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項目名 変更可否 説明 

機能設定 

データベース 不可 更新対象としてアプリ部品追加時に設定した、データベースの名称。 

ユーザーマスター 可 更新対象としてアプリ部品追加時に設定した、ユーザーマスターの名称。 

関連リンクから変更できる。 

「2.6.2.1 Webアプリの場合」の「(補足) ユーザーマスター変更設定」を参照 

更新ファイル 可 更新ファイルのパスおよびファイル名を設定する。 

更新ファイルのエン

コード 

可 更新ファイルのエンコード方式を設定する。 

更新ファイルの削除 可 一括更新後に更新対象ファイルを削除するかを設定する。 

⚫ 更新完了後ファイルを削除する 

更新完了後に対象ファイルを削除する。 

⚫ 更新完了後ファイルを削除しない 

更新完了後に対象ファイルを削除しない。 

データ開始行番号 可 更新ファイルの何行目以降のデータを対象とするかを設定する。 

更新のキーとなる項

目 

可 データベース上のキーとなる項目をプルダウンで選択し、更新ファイルのキーとな

る項目を列番号で指定する。 

更新項目 可 更新する項目を指定する。 

⚫ 全項目 

全ての項目についてデータを更新する。 

⚫ 項目指定 

指定した項目についてデータを更新する。 

更新対象なし処理 可 更新対象がない場合の処理を設定する。 

⚫ スキップ 

更新処理を行わない。 

⚫ 新規登録 

新規登録する。 

更新項目                            ※「更新項目」が「項目指定」の場合表示する 

 
- データ項目選択画面のチェックボックスで選択した項目を追加する。 

（追加操作方法は「(補足) データ項目選択」参照） 

 
- チェックボックスで選択した項目を削除する。 

項目 ID 不可 データベースの項目 ID。 

項目名 不可 データベースで設定した項目名、種別、必須／任意。 

（右端の[≡]をドラッグし並び順を変更する。操作方法の詳細は「(補足) 項目の並び

順変更」参照） 

CSV列番号 可 更新ファイルのどの列番号のデータを更新するかを設定する。 

 



 
 

135 
 

2.11.2.23 データ一括削除の設定 

 
 

項目名 変更可否 説明 

機能設定 

データベース 不可 削除対象としてアプリ部品追加時に設定した、データベースの名称。 

ユーザーマスター 可 削除対象としてアプリ部品追加時に設定した、ユーザーマスターの名称。 

関連リンクから変更できる。 

「2.6.2.1 Webアプリの場合」の「(補足) ユーザーマスター変更設定」を参照 

削除ファイル 可 削除ファイルのパスおよびファイル名を設定する。 

削除ファイルのエン

コード 

可 削除ファイルのエンコード方式を設定する。 

削除ファイルの削除 可 一括削除後に削除対象ファイルを削除するかを設定する。 

⚫ 削除完了後ファイルを削除する 

削除完了後に対象ファイルを削除する。 

⚫ 削除完了後ファイルを削除しない 

削除完了後に対象ファイルを削除しない。 

データ開始行番号 可 削除ファイルの何行目以降のデータを対象とするかを設定する。 

削除のキーとなる項

目 

可 データベース上のキーとなる項目をプルダウンで選択し、削除ファイルのキーとな

る項目を列番号で指定する。 
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2.11.2.24 データ一括出力の設定 

 
 

 

  



 
 

137 
 

項目名 変更可否 説明 

機能設定 

データベース 不可 出力対象としてアプリ部品追加時に設定した、データベースの名称。 

ユーザーマスター 不可 出力対象としてアプリ部品追加時に設定した、ユーザーマスターの名称。 

出力ファイル 可 出力ファイルのパスおよびファイル名を設定する。 

出力ファイルのエン

コード 

可 出力ファイルのエンコード方式を設定する。 

出力項目 可 出力する項目を指定する。 

⚫ 全項目 

全ての項目についてデータを更新する。 

⚫ 項目指定 

指定した項目についてデータを更新する。 

データ ID 可 データ IDを出力するかを設定する。 

同一ファイル名存在

処理 

可 同一ファイル名が存在した場合の処理を設定する。 

⚫ スキップ 

出力処理を行わない。 

⚫ 上書きする 

データを上書きする。 

出力項目                            ※「出力項目」が「項目指定」の場合表示する 

 
- データ項目選択画面のチェックボックスで選択した項目を追加する。 

（追加操作方法は「(補足) データ項目選択」参照） 

 
- チェックボックスで選択した項目を削除する。 

項目 ID 不可 データベースの項目 ID。 

項目名 不可 データベースで設定した項目名、種別、必須／任意。 

（右端の[≡]をドラッグし並び順を変更する。操作方法の詳細は「(補足) 項目の並び

順変更」参照） 
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2.11.2.25 ファイルダウンロードの設定 

【ダウンロード方式：HTTP】 

 
 

項目名 変更可否 説明 

機能設定 

ダウンロード方式 可 ダウンロードの方式を設定する。 

ファイル取得先

URL 

可 ファイル取得先の URLを設定する。 

ファイル配置パス 可 ダウンロードファイルの配置先のパスを設定する。 

同一ファイル名存在

処理 

可 同一ファイル名が存在した場合の処理を設定する。 

⚫ スキップ 

出力処理を行わない。 

⚫ 上書きする 

データを上書きする。 
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【ダウンロード方式：FTP】 
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項目名 変更可否 説明 

機能設定 

ダウンロード方式 可 ダウンロードの方式を設定する。 

ホスト名 可 接続するホスト名を設定する。 

ポート番号 可 接続するポート番号を設定する。 

ユーザーID 可 接続時のユーザーID。 

パスワード 可 接続時のパスワード。 

パッシブモード 可 パッシブモードを使用するかを設定する。 

転送モード 可 転送モードを設定する。 

ファイル配置パス 可 ダウンロードファイルの配置先のパスを設定する。 

同一ファイル名存在

処理 

可 同一ファイル名が存在した場合の処理を設定する。 

⚫ スキップ 

出力処理を行わない。 

⚫ 上書きする 

データを上書きする。 

  



 
 

141 
 

2.11.2.26 バッチアプリ実行の設定 

 
 

項目名 変更可否 説明 

機能設定 

バッチアプリ 可 実行するバッチアプリを設定する。 

※Webアプリからの同一バッチアプリへの起動要求は、直列で実行される。 

※同一バッチアプリが別手段(即時起動、時刻起動)にて実行中は、終了を待って実行される。 
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2.11.2.27 帳票生成の設定 

 
 

項目名 変更可否 説明 

機能設定 

関連データの利用 可 関連データの同時出力が可能。 

帳票テンプレート 

利用可能なキー一覧 

可 帳票テンプレートを設定。 

詳細は別紙「1-08イット builderEXcelデータ出力」を参照。 

帳票ファイル名 可 （「2.11.2.7 データ一覧表示画面の設定 帳票出力」参照） 

帳票保存先 可 出力内容のインプットは入力セッション。 

生成した帳票は入力セッションに保存する。 

帳票生成実行後にフロー設定でデータ登録部品を設定しなければ DBには登録さ 

れない。 

※本機能部品により画面遷移中に帳票を生成できる。 

 生成できる帳票は Excelか PDFのどちらか１つだけでありテンプレートの拡張子によって判定される。 
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2.11.2.28 入力データ削除の設定 

  

入力データ設定したレコードを DBから削除する。 

 

項目名 変更可否 説明 

機能設定 

データベース 不可 データ削除先としてアプリ部品追加時に設定した、データベースの名称。 

 

  



 
 

144 
 

2.11.2.29 コメントの設定 

 

 
 

項目名 変更可否 説明 

コメント 可 コメント内容を設定する。 

※本機能部品により、コメント行を表示させることができる。コメントを付けることで、アプリ部品の

設定での項目が見やすくなる。 
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 入力チェックの一覧 

データの入力時に行うチェック仕様を設定する。 

チェック名 説明 

必須チェック 入力値が NULLもしくは空文字の場合のエラーメッセージを設定する。 

（データベース設定で「必須／任意」を「任意」にした場合、既存の設定を変更できる。アプリ

部品で設定した内容が優先される。） 

再入力チェック 再入力値が入力値と一致しない場合のエラーメッセージを設定する。 

（表示形式がテキストボックスの場合、設定可。） 

重複チェック 入力値が既存のデータと重複した場合のエラーメッセージを設定する。 

（データベース設定で「重複」を「不可」にした場合、設定可。） 

入力可能書式 入力値が入力可能数値でない場合のエラーメッセージを設定する。 

（データベース設定で「数値範囲」を指定した場合、設定可。） 

入力可能文字種類 入力値が入力可能文字種類でない場合のエラーメッセージを設定する。 

（データベース設定で「文字種類」を指定した場合、設定可。） 

入力可能文字数 入力値／ファイル名が入力可能文字数でない場合のエラーメッセージを設定する。 

（データベース設定で「文字数」を指定した場合、設定可。） 

入力可能数値 入力値が入力可能数値でない場合のエラーメッセージを設定する。 

（データベース設定で「数値範囲」を指定した場合、設定可。） 

入力可能日付 入力値が入力可能日付でない場合のエラーメッセージを設定する。 

（データベース設定で「日付範囲」を指定した場合、設定可。） 

入力可能選択数 入力値が入力可能選択数でない場合のエラーメッセージを設定する。 

（データベース設定で「選択数範囲」を指定した場合、設定可。） 

入力可能ファイルサ

イズ 

入力値が入力可能ファイルサイズでない場合のエラーメッセージを設定する。 

（データベース設定で「ファイルサイズ」を指定した場合、設定可。） 
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 初期値／検索値／値の一覧 

初期値／検索値／値にあらかじめセットする値を設定する。 

項目名 説明 

指定なし 値の指定をしない。 

固定値 設定した文字列を値として設定する。 

（文字列を設定しない場合、空文字を値として設定する。） 

複数の値を設定したい場合は（例：５つの選択肢のなかから３つを指定する）縦書きで改

行して設定する。（,などの区切り文字は不要） 

ファイル項目に対して初期値を設定した場合のみファイル管理－データ配下(パス指定)が

設定できる。ファイル管理ファイルを空欄で設定すると、初期値クリアとなる。（ファイ

ル管理の詳細は「イット builder 基本操作ガイドライン」-「6 ファイル管理」参照） 

入力データ 設定したデータベースの項目に入力されているデータを値として設定する。 

ユーザーの属性 ログインしたユーザーの個人情報（設定したユーザー属性の項目）を値として設定する。 

（「ユーザーマスター利用」を「する」場合、設定可。） 

URLパラメータ ユーザーがアクセスした URL のパラメータ値を値として設定する。 

リファラ ユーザーがアクセスした時のリファラを値として設定する。 

ユーザーエージェント アクセスしたユーザーのユーザーエージェントを値として設定する。 

IPアドレス アクセスしたユーザーの IP アドレスを値として設定する。 

リクエストヘッダー 設定したリクエストヘッダーの値を値として設定する。 

Cookie 設定した Cookieの値を値として設定する。 

データベースの値 設定したデータベースの項目に登録されているデータを値として設定する。 

（条件で絞り込む場合は「(補足) 条件で絞り込む」参照） 

データベースの集計結果 設定したデータベースに対しての集計値を値として設定する。集計値は以下から選択す

る。 

⚫ 合計 

設定したデータ項目の値の合計値。 

⚫ 平均 

設定したデータ項目の値の平均値。 

⚫ 最小値 

設定したデータ項目の値の中の最小値。 

⚫ 最大値 

設定したデータ項目の値の中の最大値。 

⚫ 件数 

設定したデータ項目のデータ件数。 

（条件で絞り込む場合は「(補足) 条件で絞り込む」参照） 

システム日時 設定したシステム年月日時を値として設定する。 

編集・計算結果 設定した編集・計算結果の値を値として設定する。 

（編集・集計結果の設定の詳細については「(補足) 編集・計算結果の設定」参照） 
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 自動入力機能 

自動入力機能の利用を｢する｣とした場合、ユーザーが入力した値をキーにして、設定したデータベース

の検索対象データ項目に一致するデータを取得し、データを入力画面にセットする。 

（例） 

＜アプリ設定画面＞ 

・項目設定の[編集]をクリックする。 

 

・自動入力機能の利用で「する」を選択肢、検索対象および自動入力するデータ項目を設定する。 

 

※データベースを条件で絞り込む場合は「(補足) 条件で絞り込む」参照 

＜ユーザー画面＞ 

 
 

 

※取得した項目が複数存在する場合、取得した先頭の値を設定する。 

 sample 
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 選択肢の内容 

データベース設定にて、データ項目の選択肢の設定を「他のデータベースを参照」とした場合、対象の

データベースとデータ項目の値を設定する。 

（例） 

＜アプリ設定画面＞ 

・項目設定の[編集]をクリックする。 

 

・対象データベース、データ項目を設定する。 

 

※データベースを条件で絞り込む場合は「(補足) 条件で絞り込む」参照 

※選択肢名に設定可能な項目種別は以下。 

 ・数値 

 ・テキスト（1行） 

 ・日付 

＜ユーザー画面＞ 

 

  

 sample 
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 分岐条件 

・条件設定の[編集]をクリックする。 

 

・[追加]をクリックする。 

 

・各項目を入力（選択）し、[条件一覧に登録]をクリックする。 

 

※条件一覧に複数の条件を登録した場合、それらすべての条件に合致する結果を真とする。 
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・[設定]をクリックする。 

 
 

※条件追加の項目説明 

項目名 説明 

対象 分岐条件の対象を設定する。 

⚫ 入力データ 

（「(補足) 初期値／検索値／値の一覧」参照） 

⚫ ユーザーの属性 

（「(補足) 初期値／検索値／値の一覧」参照） 

⚫ ログイン状態 

ユーザーのログイン状態。 

⚫ URLパラメータ 

（「(補足) 初期値／検索値／値の一覧」参照） 

⚫ リファラ 

（「(補足) 初期値／検索値／値の一覧」参照） 

⚫ ユーザーエージェント 

（「(補足) 初期値／検索値／値の一覧」参照） 

⚫ IPアドレス 

（「(補足) 初期値／検索値／値の一覧」参照） 

⚫ リクエストヘッダー 

（「(補足) 初期値／検索値／値の一覧」参照） 

⚫ Cookie 

（「(補足) 初期値／検索値／値の一覧」参照） 

⚫ データベースの値 

（「(補足) 初期値／検索値／値の一覧」参照） 



 
 

152 
 

項目名 説明 

⚫ データベースの集計結果 

（「(補足) 初期値／検索値／値の一覧」参照） 

⚫ システム日時 

（「(補足) 初期値／検索値／値の一覧」参照） 

条件 分岐する条件を設定する。 

⚫ と等しい「＝」 

対象データが設定した値に完全一致する。 

⚫ と等しくない「<>」 

対象データが設定した値に完全不一致する。 

⚫ の文字を含む「LIKE（部分一致）」 

対象データが設定した値を含む。 

⚫ の文字から始まる「LIKE（前方一致）」 

対象データの先頭部分が設定した値と一致する。 

⚫ の文字で終わる「LIKE（後方一致）」 

対象データの末尾部分が設定した値と一致する。 

⚫ のいずれか「IN」 

設定した値が対象データのいずれかがに該当する。 

⚫ のいずれでもない「NOT IN」 

設定した値が対象データいずれにも該当しない。 

⚫ 値なし「IS NULL」 

対象データの値がない。 

⚫ 値あり「IS NOT NULL」 

対象データの値がある。 

⚫ より大きい「>」 

対象データが設定した値より大きい。 

⚫ より小さい「<」 

対象データが設定した値より小さい。 

⚫ 以上「>=」 

対象データが設定した値以上。 

⚫ 以下「<=」 

対象データが設定した値以下。 

値 設定した対象と比較する値を設定する。 

（設定できる値については「(補足) 初期値／検索値／値の一覧」参照） 
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 条件で絞り込む 

指定したデータベースについて条件で絞り込みをする。 

（例） 

＜アプリ設定画面＞ 

・[条件で絞り込む]をクリックする。（メール配信部品の画面例） 

 

・各項目を入力（選択）し、[追加]をクリックする。 

 
 

※条件追加の項目説明 

項目名 説明 

対象 指定したデータベースの対象とする項目を設定する。 

条件 （「(補足) 分岐条件」参照） 

値 （「(補足) 分岐条件」参照） 
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 連動リスト 

上位選択リストで選択された値に応じて、下位選択リストの選択肢を絞り込んで表示したい場合に使用

する。データベース設定にて、データ項目の選択肢の設定を「他のデータベースを参照」とした場合、

設定可能。 

※上位階層は 4階層まで設定可能 

 

 連動リスト 上位選択肢の保存 

上位選択肢の値を入力項目に保存できる。保存先として指定可能な項目種別は、テキスト（1行）、 

テキスト（複数行）、数値、日付、択一選択。 

※最下位層で指定する項目のデータベース定義が重複「不可」の場合のみ設定できる。 

（例） 

＜アプリ設定画面＞ 

・項目設定の[編集]をクリックする。 

 

・表示形式、対象データベース、選択肢を設定する。 
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※データベースを条件で絞り込む場合は「（補足）条件で絞り込む」参照 

＜ユーザー画面＞ 

上位階層２で「第一ビル」を選択した場合 

 
 

上位階層１で「営業部」を選択した場合 

 

 

 

 ※上位選択肢の保存例 

  

 sample 
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 連動リストの制約 

※最下位層のデータベース定義が重複「不可」でない場合、データ更新時に画面表示される上位階層が、

新規登録時と違う場合がある。 

（例） 

●新規登録時 

連動リストは、上位階層のデータを選択して最下位層のデータを特定する「絞り込み機能付き択一選択

項目」である。保存先を指定しないと最下位層のみが保存される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

●更新時  

当該データを選択した場合には上記のように登録した内容とは異なる上位階層の項目が表示されること

もある。 

このまま更新を実行してもデータベースに登録されているのは「３組」だけのためデータは壊れない。 

 

データベース 

3 組 

最下位層のデータ「３組」のみ登録。 

新規登録 

更新 
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 編集・計算結果の設定 

ユーザーが入力した値について編集・計算をする設定。 

入力データ設定部品で、項目種別がテキスト（1行）、テキスト（複数行）、日付、数値の場合設定可能。 

（例） 

＜アプリ設定画面＞ 

・項目設定の[編集]をクリックする。 

 

・「編集・計算結果」を選択し、[編集]をクリックする。 

 

・データ項目／関数を挿入し、編集・計算式欄に内容を入力する。 

 

  

あああささい 
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 関数一覧 

項目名 説明 

四捨五入（ROUND） 数値を四捨五入して指定された桁数にする。 

（正の桁数の場合、小数点 

切り上げ（ROUNDUP） 数値を指定された桁数に切り上げる。 

切り捨て（ROUNDDOWN） 数値を指定された桁数で切り捨てる。 

小文字変換 文字列に含まれる英字をすべて小文字に変換する。 

大文字変換 文字列に含まれる英字をすべて大文字に変換する。 

半角変換 文字列をすべて半角文字に変換する。 

全角変換 文字列をすべて全角文字に変換する。 

文字結合 複数の文字列を 1つの文字列に結合します。 

文字置換 文字列中の指定された文字を別の文字に置換する。 

部分文字列の取得 文字列中の指定された位置の文字を取得する。 

前後の空白削除 文字列前後のスペースを削除する。 

値変換 条件分岐で値を変換します。 

正規表現による部分文字列の取得 正規表現パターンを検索して文字列から抽出した文字を返します。 

数値変換 文字列を数値に変換します。 

上記以外にも、PostgreSQLの関数を利用することができる。 

 

＜ユーザー画面＞ 

 
 

 

  

入力データ設定 

一人当たりの個数 

＝[合計数]の入力値÷[メンバー数]の入力値 
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 置換タグの挿入方法 

・置換タグを挿入したい箇所にカーソルを合わせ、[置換タグの挿入]をクリックする。 

 
 

＜画面（処理）で入力された値を挿入する場合＞ 

・置き換えたいデータのデータベース／データ項目を選択し、[挿入]をクリックする。

 

※データ入力画面や入力データ設定で入力されたデータに置換することができる。 
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＜データベースから取得した値を挿入する場合＞ 

・置き換えたいデータのデータ項目を選択し、[挿入]をクリックする。 

 

※配信先の「データベースのメールアドレス」で指定したメールアドレスに紐付くデータに置換するこ

とができる。 
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2.12 アプリ部品の並順更新 

2.12.1 操作方法 

・アプリ名をクリックする。 

 

・並び順を更新するアプリ部品をドラッグする。 

 

・アプリ部品の並び順が変更される。 

 

・[並順更新]をクリックする。 

 
 

 アプリ部品の並順更新が可能な条件 

該当のアプリが利用停止中、かつ機能部品が２個以上設定されている場合、並び替えが可能。 
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2.13 アプリ部品のコピー 

2.13.1 操作方法 

・アプリ名をクリックする。 

 

・コピーするアプリ部品のチェックボックスをクリックする。 

 

・[コピー]をクリックする。 
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・各項目を入力（選択）し、[コピー]をクリックする。 

 
 

2.13.1.1 項目説明 

項目名 変更可否 説明 

コピー先 可 コピー先のアプリを設定する。 

（「他アプリ」とした場合、コピー先アプリを設定する。） 

コピー先アプリ 可 コピーするアプリをプルダウンで選択する。 

（webアプリ→webアプリ、バッチアプリ→バッチアプリのみコピー可能。また「ロ

グイン画面」部品は、利用しているユーザマスターが一致する場合のみコピー可能。） 

コピー完了後、コピ

ー先アプリを表示す

る 

可 チェックを入れると、コピー完了後、コピー先アプリを表示する。 

 
 

 アプリ部品のコピーが可能な条件 

該当のアプリが利用停止中の場合、コピーが可能。 

 

 コピーの範囲 

設定内容は全てコピーされる。また、コピーして作成された機能部品の名称は頭に「コピー～」が付く。 

 

 アプリ部品のコピー機能を利用するにあたっての注意事項 

アプリ部品のコピーは、コピー元の HTMLを加工せず維持する仕様です。 

そのため、ブラウザのタブに表示されるアプリ名はコピー元のアプリ名となります。 

＜コピー先のアプリ名にする方法＞ 

 以下のいずれかを実施してください。 

・HTML初期化 

・HTMLの titleを修正 

・アプリの全般設定で「アプリ名の変更を HTMLに自動反映する」にチェックがある状態で 

変更ボタンを押下  
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2.14 アプリ部品の削除 

2.14.1 操作方法 

・アプリ名をクリックする。 

 

・削除するデータのチェックボックスをクリックする。 

 

・[削除]をクリックする。 

 
 

 アプリ部品の削除が可能な条件 

該当のアプリが利用停止中の場合、削除が可能。 
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2.15 影響箇所の確認・一括修正 

2.15.1 操作方法 

・アプリ名をクリックする。 

 

・[影響箇所の確認・一括修正]をクリックする 

 

・一括反映する項目のチェックボックスをクリックする。 

 

・未選択の影響箇所がある場合は、次回表示するかを選択する。 
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・[自動修正する]をクリックする。 

 
 

 影響箇所の一括修正が可能な条件 

該当のアプリが利用停止中の場合、機能が利用可能。 

各アプリ部品の項目設定の編集の設定内容、メール配信部品、外部 API実行部品、関連データについて

は自動修正されない。 
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2.16 アプリ部品のフロー設定 

2.16.1 フローの変更 

2.16.1.1 操作方法 

・アプリ名をクリックする。 

 

・[フロー]をクリックする。 

 

・アプリ部品をクリックする。 
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・各項目を入力（選択）し、[変更]をクリックする。 
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2.16.1.2 項目説明 

項目名 変更可否 説明 

イベント 可 イベントの設定状態の表示と編集をする。 

⚫ イベント名（ボタン／リンク：イベント種別） 

イベント名と表示形式、イベント種別が表示される。 

（イベントについての詳細は「(補足) イベント一覧」を参照） 

⚫  

ダイアログを表示する設定になっていることを示すアイコン。 

⚫ [編集]ボタン 

イベントの設定の編集をする。 

（設定の編集についての詳細は「(補足) イベントの編集」参照） 

（右端の[≡]をドラッグし並び順を変更する。操作方法の詳細は「(補足) 項目の並び

順変更」参照） 

分岐条件 不可 分岐条件で設定された分岐条件名。アプリ部品「分岐条件」のみ表示。 

レスポンスコード 不可 遷移条件として設定されたレスポンスコード。アプリ部品「外部 API実行」のみ表

示。 

次のアプリ部品 可 イベント後遷移するアプリ部品をプルダウンで選択する。 

 

可 追加するイベント及びレスポンスコードをプルダウンで選択して追加する。 

イベントの場合、イベント名が入力できる。 
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 イベント一覧 

イベント種別 配置部品 表示形式 説明 

ボタン 共通 ボタン 遷移設定画面で指定された次アプリ部品を実行する。 

リンク 共通 リンク 遷移設定画面で指定された次アプリ部品を実行する。 

ログイン ログイン画面 ボタン ログイン認証とユーザープロファイルの取得を行う。 

ログイン後にはセッション IDを切り替える。 

ログアウト 共通 ボタン アプリセッションをクリアする。APサーバーのセッションは

保持する。 

一時保存 データ入力画面 ボタン 入力データをチェックし、セッションに一時保存する。 

データ登録 入力データ確認画面 ボタン 入力データをエータベースに登録する。 

検索 検索条件入力画面 ボタン 検索条件をセッションに設定する。 

削除 データ詳細表示画面 ボタン 特定しているデータを削除する。 

項目リンク データ一覧表示画面 リンク 一覧項目から 1明細を選択する。 

流用新規 データ詳細表示画面 ボタン 詳細画面の内容を流用して新規に作成する。 

画面を閉じる 共通 ボタン 画面を閉じ、システムを終了する。 

アップロード ファイルアップロー

ド画面 

ボタン 参照設定したファイルをアップロードする。 

 

  



 
 

171 
 

 イベントの編集 

 
 

項目名 説明 

イベント名 イベントの名称。（ユーザー画面のボタン名。） 

イベント種別 イベント種別を設定する。 

ダイアログの表示 ダイアログの設定をする。 

⚫ なし 

ダイアログを表示しない。 

⚫ 確認ダイアログ 

「OK」と「キャンセル」ボタンの付いたダイアログで、「キャンセル」をクリックすると

画面遷移しない。 

⚫ アラートダイアログ 

「OK」ボタンの付いたダイアログで、「OK」をクリックすると画面遷移する。 
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 イベントの削除 

・削除するイベントの[×]をクリックする。 

 

・イベントが削除される。 

 

・[変更]をクリックする。 

（「2.16.1.1 操作方法」参照） 
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2.16.2 全体フロー表示 

2.16.2.1 操作方法 

・アプリ名をクリックする。 

 

・[フロー]をクリックする。 

 

・[全体フロー表示]をクリックする。 
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・全体フローを表示する。 

 
 

2.16.2.2 項目説明 

項目名 説明 

アプリ部品名 アプリ部品の名称。（Web／バッチアプリ起動は必須。） 

イベント・分岐条件 イベント名または分岐条件名。 

次のアプリ部品 イベントまたは分岐条件によって遷移する次のアプリ部品名。 
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2.17 デザイン 

2.17.1 操作方法 

・アプリ名をクリックする。 

 

・[デザイン]をクリックする。 

 

・アプリ部品をクリックする。 
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・XHTMLで内容を編集し、[変更]をクリックする。 

 

・[プレビュー]をクリックし、画面を確認する。 

 

・内容を初期状態に戻す場合は、[HTML初期化]をクリックする。 

 
 

 システムコンテンツの編集 

設定したアプリ部品に応じて、設定されるシステムコンテンツが表示され、画面を編集することができ

る。編集できるコンテンツには以下のものがあります。 

① 利用停止中画面 

② アプリ実行エラー画面 
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 入力必須項目の初期 HTML表示 

データベース上で入力項目に必須設定がしてある項目は画面上に必須とわかるように表示されます。 

初期設定は「※」ですが、デザイン画面で任意の内容に変更可能です。 

 

 

上記赤枠内が必須設定を行っている HTMLデザイン上の箇所です。 

※を任意の文字に変更し[変更]ボタンをクリックします。 
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2.18 関連リンク 

当該アプリに関連する情報をリンクで表示する。 

2.18.1 操作方法 

・アプリ名をクリックする。 

 
 

・[関連リンク]をクリックする。 

 
 

・関連リンクが一覧で表示される。 

 

※リンクをクリックすると該当のページに遷移する。 
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 データベース変更設定 

 
 

 
 
 

※データベース変更設定の項目説明 

項目名 説明 

基本設定 

変更前データベース アプリ部品で利用されている、変更前のデータベース。 

変更前データベース アプリ部品で利用されている、変更後のデータベース。 

変更前データベース（データベ

ース名） 

アプリ部品で利用されている、変更前のデータベースのデータ項目。 

変更後データベース（データベ

ース名） 

アプリ部品で利用されているデータ項目を変更後のデータベースのどの項目に書き換

えるかを設定する。 

 

 


